
純ちゃんのコーナー

伊丹ロータリークラブ

深   川   純   一

（ロータリー３分間情報）
Par t ⅩⅡ



　２００１年に、竹中秀夫会員の発案により始まった深川純一会員の「純ちゃん

のコーナー」も、今年度で１２年になりました。深川会員のロータリーの真髄を

直接聞かせていただけるのは、伊丹クラブメンバーとしての喜びであります。

　このたび、１２冊目の冊子が完成いたしました。

　昨今、正しい歴史認識が必要であると叫ばれる中、本号では、ロータリーの原

点、精神、歴史やリーダーシップについてわかりやすく解説されております。そ

して、ＲＹＬＡの講義では「平和と歴史」について考えさせられる内容となって

おります。ぜひ頁をめくっていただければ幸いです。

　最後になりましたが、発刊に献身的なご尽力をいただきました深川純一会員、

武内重治会長、白井良夫幹事をはじめとする会員の皆様そして事務局の吉永惠

子さんに深く感謝いたします。

2013年 9月　　雑誌・ロータリー情報委員会
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　竹中秀夫会員の発想によって始まったこの３分間情報「純ちゃんの
コーナー」も早くも１２年の歳月を閲しました。
  ところで、今、御承知のとおり大変な不況であります。安倍首相は、
何とか景気をよくしようと頑張っていますが、これは簡単ではありま
せん。しかも、これは日本だけではなく、アメリカを始め先進国全体
の経済が行き詰まっています。ご承知のとおり、リーマン・ショック
以後、世界の経済は構造的な低成長に入っています。
　１８世紀末の産業革命以来、人類に未曾有の経済発展をもたらした
資本主義は、今や、「ユーロ危機」や「原発事故」を始め沢山の困難な
問題を発生させています。日本のみならず、多くの国で国民の所得格
差を拡大して貧困層や失業者を大量に生み出したため、最近は、「１％
の富裕層のためではなく９９％のための民主主義を」ということが叫
ばれ、２０１１年１０月には世界８２カ国で格差是正と失業反対のデ
モが起こったことは記憶に新しいところであります。また、止めどな
く地球環境の破壊も進んでいます。
　そして、更に大きな問題は、日本を含む先進国の資本主義経済自体
が構造的不況と思われる長期の不況に陥っていることであります。
　何故、このような状況になったのか。その最大の原因は、近年、産
業資本主義から金融資本主義へ移行したアメリカの経済政策に則って、
長期的な信頼関係に基づく取引乃至経済体制から短期市場での取引を
主体にした経済体制へと転換したことにあります。このことによって
ロータリーの職業奉仕の原理に反する事態が起こりつつあると考えら
れるのであります。
  しかし、これらの問題は、将

まさ

に現象の問題に過ぎません。したがって、
現象の問題に一喜一憂することは愚かなことであります。私達ロータ
リアンは、常に現象に惑わされず、物事の本質を見抜く力を失っては
ならないと思うのであります。ロータリーは、本来如何にあるべきか、
というロータリーの本質にあるものをしっかり見抜いて行動しなけれ
ばなりません。そのことによって、初めてロータリーの未来の展望を
切り開くことが出来ると思うのであります。
　最後に、この一年間、私の話を根気よく辛抱して聴いて下さったク
ラブの皆さん方の友情と寛容に心から感謝を申し上げますと共に、こ
のパンフレット発刊に御尽力を賜りました竹中秀夫会員、西岡伸明会
員はじめクラブ事務局の皆様方に心からなる感謝を捧げてペンを擱き
ます。有り難うございました。

深　川　純　一

序　に　か　え　て
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　新年度に際して、驚くべきことを御報告
申し上げます。前回は、２０世紀初頭のあ
の輝かしいロータリーを復元することは将
に永遠の課題だと申しましたが、実は、そ
のことを裏付けるような話を紹介しておき
ます。
　この７月１日に東京でガバナー、パスト
ガバナー、ガバナーエレクトの会合があり
ました。その時、私が敬愛する福岡西クラ
ブの廣畑富雄パストガバナー（職業分類・
公衆衛生学教育）から、先般のバンコック
の国際大会に参加された時の感想をお聞き
しました。先ず、廣畑先生は次のように言っ
ておられます。
　「ジョン・ヒューコ（John Hewko）新事
務総長の閉会式の日の講演には驚きまし
た。ロータリーを殆ど知らない方で、求人
広告を見て応募した由。スピーチの最後に、
お父さんに感謝する、お父さんがＲＩがこ
ういう求人広告をしていると教えてくれた
ので応募出来たとのこと。不思議な話でし
た。ＲＩの歴史で初めてでしょう。」彼は「弁
護士さんで、アフリカの援助に経験がある
と聞きましたが、ロータリーを知らなくと
も、発展途上国の援助に経験があれば、そ
ういう人をＲＩは事務総長として求めてい
るのでしょうか」と廣畑先生は言っておら
れます。
  なお、廣畑先生は、追記として「ＲＩの
ホームページの紹介文を読むと、John 
Hewko,Secretary General/CEO of Rotary 
International and the Rotary Foundation
となっています。ロータリーのように、ク
ラ ブ を 主 体 と す る 団 体 に、CEO： Chief 
Exceutive Officer、大会社に存在するＣＥ

Ｏ（例えば、日産のゴーン氏）はおかしい
のでは？無論、ＲＩの歴史で始めてのこと
です」と言っておられます。
　全くお説の通りでありまして、ロータ
リーのようなクラブの連合体にすぎない非
営利団体についてＣＥＯ等と謂うのは、将
に営利団体の縦型思考でありまして、ロー
タリーの本質を弁えないこと甚だしいもの
と謂わなければなりません。
　また、本会議での各演説について「演説
を聞いていると、ユニセフかＷＨＯの会議
に来ているのか、錯覚が起こりそうでした。
　ある日の本会議（午前中）での演説、１．
世界貧困対策プロジェクト、２．ユニセフ
親善大使、３．国際連合基金、４．グラミ
ン銀行（少額融資）であり、これも不思議
なことでした」と。
　そして最後に、廣畑先生は「世界のロー
タリーと日本のロータリーの間の乖離が一
層進み，つまり、ＲＩはどんどん変わる、
日本のロータリーは、ロータリー１００年
の伝統を守ろうとする、その乖離が進んで
きました。したがって、日本のロータリーは、
独自性、主体性をもつ存在であることが大
切だと考えます」と結んで居られます。真
に嘆かわしいロータリーの現況であります。
　ポール・ハリスが開発したロータリーの
思想、そして、チェスレー・ペリーが開発
したロータリーの組織、この類い稀なる素
晴らしいロータリーは、現在、殆ど失われ
てしまいました。これを２０世紀初頭のあ
の輝かしいロータリーに復元することは、
将に永遠の課題と謂うほかはないと思うの
であります。

1.「新年度に際して一言」　
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　前回は、福岡西クラブの廣畑富雄パスト
ガバナー（九州大学名誉教授）が先般のバ
ンコック国際大会に参加された時の感想を
紹介致しました。その最も重要な点だけを
要約しますと、廣畑先生は、ジョン・ヒュー
コ John Hewko 新事務総長の閉会式の日の
講演をはじめ本会議での発言者達の演説に
ついて触れられ、世界のロータリーと日本
のロータリーの間の乖離が一層進んでいる
ということを指摘されていました。
  そこで、今回から暫くは、ロータリーが
何故そのような状況になったのか、その原
因は一体何か、そして、如何にすれば、こ
れを２０世紀初頭のあの輝かしいロータ
リーに復元することが出来るのか、という
ことについてロータリーを考えてみたいと
思うのであります。　　　
　先ず、ジョン・ヒューコ John Hewko 新事
務総長の問題であります。彼はＲＩの求人広
告を見て事務総長に応募したということで
あり、ロータリーというものを殆ど知らな
いようであります。本来、事務総長は、全
世界のロータリークラブの連合組織体であ
るＲＩの組織の大黒柱でありますから、ロー
タリーの思想、組織、実践に精通していな
ければなりません。にも拘わらず、ＲＩは、
未だロータリーを理解していない人を求人
広告によって事務総長に選任したというの
であります。唖然とせざるを得ません。
　曾て、ＲＩの初代事務総長は、偉大な
る組織管理者チェスレー・ペリー Chesley 
R.Perry でありました。彼は、１９１０年
全米ロータリークラブ連合会初代幹事に就
任し、１９１２年以降、この幹事が事務総
長と呼ばれているのであります。したがっ

て、彼は、就任以来３２年間に亘って事務
総長の要職にありました。
　実は、初期ロータリーがやがて全世界に
広がるに従って、これを合理的に管理する
原則を開発しなければならなくなりました
が、この組織管理の責任を一身に集めて遂
行したのがChesley R.Perryでありました。
ロータリーは、ポール・ハリス一人で運動
体を形成することは出来なかったのであ
ります。Chesley R.Perry によって初めて
運動体を形成することが出来たのでありま
す。ポール・ハリスは、彼を評して「私は
ロータリーのデザイナーに過ぎないが、彼
はロータリーのビルダーである」と言って
います。
　事務総長は、ＲＩという巨大な組織の管
理運営をするため職務に専念しなければな
りません。そこで、その生活を保障するた
めロータリアン群の中で実質的にはただ一
人の有給役員なのであります。任期は５年
であり、再任を妨げないのであります。　
　Chesley R.Perry 以後の事務総長として
は、ラムジョイが約１０年間、ジョージ・ミー
ンズが約２０年間その職務を努めました。
　それほど事務総長という役職は重要なの
であります。にも拘わらず、ＲＩは、それ
を求人広告によって選任するとは一体何を
考えているのか全く理解に苦しむところで
あります。

2.「ロータリーを考える」その１　
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　前回は、世界のロータリーと日本のロー
タリーとの乖離が一層進んでいるというこ
とについて、何故そのような状況になった
のか、その原因は一体何か、ということを
今一度考えてみたいと申しました。そのた
めには先ず、初期ロータリー以来のロータ
リー発展の軌跡を簡単に振り返ってみなけ
ればなりません。　　　
　そこで先ず、１９０５年から１９２７年
までの初期ロータリーの原理・原則の開発
の流れを振り返ってみますと、１９０５年
２月２３日、ポール・ハリスは「一業一会
員制の原則」を採択し、次いで、３月２３
日、シカゴクラブの創立総会において「規
則的例会出席の原則」を採択しました。こ
れらは何れも親睦のための基本原則であり
ました。
　ところが１９０６年春、ドナルド・カー
ターの忠告によって、親睦だけのロータ
リーに世のため人のための考え方が入って
きました。これがロータリーにおける奉仕
という考え方の萌芽でありました。そし
て、１９０７年、アーサー・シェルドンに
よってロータリーにおける奉仕概念が開発
され、奉仕のためのクラブであれば全米の
地域社会に作るべきであるという考え方に
よって、１９０８年以降ロータリーの拡大
が始まり、遂に１９１０年、それらのクラ
ブの連合体としての全米ロータリークラブ
連合会 ( 現在のＲＩ）が設立されたのであ
ります。
　そしてそれ以後は、この連合会（ＲＩ）
の国際大会決議によって、１９１５年に
ロータリー道徳律の採択、１９２２年にＲ
Ｉの定款細則及び標準クラブ定款の採択、

そして１９２３年に奉仕の実践に関する決
議第２３－３４号を採択するに到り、そし
て、１９２７年、ＲＩ理事会によって四
大奉仕の概念を開発し、原理探求のロータ
リーから実践のロータリーへと入って行っ
たのであります。
　このように致しまして、第２次世界大戦
の終わる１９４５年までは、原理に裏打ち
された素晴らしい奉仕の実践が行われて来
たのであります。
　ところが、戦後、アメリカは、ドルの支
配によって未曾有の繁栄をもたらしました
が、やがて物質的な豊かさに溺れて次第に
倫理が衰退し、今では初期ロータリーの素
晴らしい原理体系が殆ど崩れ去ってしまっ
たと謂えるのであります。
　日本のロータリーも、１９６０年頃まで
は戦前のロータリアンによって、ロータ
リーの素晴らしい伝統が残っていました
が、やがて、その人達の逝去につれてアメ
リカの轍を踏むようになって行ったのであ
ります。
　その原因の一つに倫理の衰退があります
が、しかし、何故倫理が衰退したのかとい
うことを考えますと、その最大の原因は、
ロータリーの組織が巨大になりすぎたこ
と、詰まり、過度の会員増強にその原因が
あると思うのであります。
　元来、会員増強は、 国際ロータリーの崇
高な使命であります。にも拘わらず、ここ
十数年来、全世界的に会員は減少を続けて
います。それは一体何故か。
　国際ロータリーが会員増強の理念を無視
しているからであります。

3.「ロータリーを考える」その２
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　前回は、元来、会員増強は国際ロータリー
の崇高な使命であるにも拘わらず、ここ十
数年来、全世界的に会員が減少し続けてい
る。それは一体何故かというと、国際ロー
タリーが会員増強の理念を無視しているか
らであると申しました。
　では、会員増強の理念とは一体何か。
　元来、ロータリークラブは、１９０５
年の創立当初は親睦だけの仲良しクラブ
でありました。ところが、翌１９０６年
春、Donald Carter が会員相互の親睦しか
考えないクラブは一種のエゴイズムである
から、世のため人のための奉仕のことも考
えるクラブでなければ永続性がない、と忠
告したことによって、世のため人のための
奉仕を目的とするクラブに変わりました。
そして、世のため人のためのクラブであれ
ば、それはシカゴだけに在るべき筋合いの
ものではなく全米の地域社会に在って然る
べきものであるということになって、ここ
にロータリーの拡大が始まったのでありま
す。これが会員増強の原点なのであります。
　したがって、会員増強ということは、た
だ単に会員を増やすということではなく
て、全米の地域社会に世のため人のための
ロータリー精神を蔓延させる拠点としての
クラブ、所謂ヘッド・クォーターとしての
ロータリークラブを作る、これがロータ
リーの拡大であり、このようにして会員を
増強することなのであります。
　そこで、ロータリー精神を地域社会に蔓
延させるためには、当然のことながら、ロー
タリー精神を身につけた人を入会させなけ
ればなりません。そのためにロータリーク
ラブは、会員の入会については厳格な手続

をとって来たのであります。
　昔は、職業分類委員会、会員選考委員会
を始め１４段階の審査を経て入会を許可し
たのでありますが、その後、規制緩和によっ
てそれが６段階になりました。
　何故このような厳格な審査をしたかと謂
いますと、もし、一人でもロータリー精神
を身につけない人、即ちロータリアンとし
て相応しくない人が入会しますと、クラブ
にとって一番大切な親睦、将に金銭などを
以てしては購えないほど大切なクラブ親睦
が崩れてしまうからであります。
　そこで、このような厳格な手続によって
ロータリー精神を身につけた良質な会員だ
けが入会することにより、初めてクラブの
親睦が保たれていたのであります。
　ところが、今、会員入会に際してこのよ
うな厳格な手続をとっているクラブがどれ
ほど在るでしょうか。会員の良質性を慎重
に審査しないで入会させますと、当然のこ
とながら、会員の質が落ちると同時にクラ
ブの質が低下し、惹いては 国際ロータリー
の質が低下するのであります。このように
してロータリー精神が地域社会に、そして
惹いては世界社会に行き渡らないことにな
るのであります。
  したがって、会員増強の要諦は、先ず、
良質な会員を増強することであります。そ
して、増強と謂うのは、「増」即ち会員の
量を増やすことだけでなく、「強」即ち会
員の質も良質化することなのであります。

4.「ロータリーを考える」その３
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　前回は、会員増強の要諦は、先ず、良質
な会員を増強すること、そして、増強とい
うのは「増」即ち、会員の量を増やすこと
だけではなく、「強」即ち、会員の質も良
質化することであると申しました。会員の
質を良質化することは会員増強の絶対条件
なのであります。
　何故、会員の質を良質化することが大事
なのか。ロータリーは、本質的に質の世界
であります。質を無視して現象的に会員の
量だけを増やそうとするのは、物事の本質
を見ないで現象に惑わされた考え方であり
ます。したがって、必然的に質は落ちます。
　会員の質が落ちるとロータリーの魅力は
失われます。
　先日の石丸ガバナー公式訪問の卓話で
は、６０００人入会したのに８０００人退
会したと言っておられました。会員の数だ
け増やそうとするとこのような現象が起こ
ります。
　また、曾て、国際ロータリーは、女性会
員制度を新たに作れば、当然、入会した女
性の数だけ会員が増えるだろうと考えて、
１９８６年、女性会員制度を創設しました。
　その結果どうなったか。女性会員の入会
者数よりも男性会員の退会者数が増えたと
いう皮肉な現象が起きたことは既に御高承
のところであります。これは質のことを考
えずに量だけを増やそうとしたからであり
ます。
　１９９９～２０００年度の国際ロータ
リー会長カルロ・ラビッツァさんは、ロー
タリーが衰退したために会員が減少してい
ると警告しました。
　何故、会員が減少するのか。経済的な不

況が原因なのか。否、アメリカは好況であ
るにも拘らず会員が減少している。　
　では、会員減少の根本の原因は一体何か。
ラビッツアさんは、ロータリーに魅力がな
くなったからだと断言しています。
　では、何故、ロータリーに魅力がなくなっ
たのか。ラビッツァさんは、それはロータ
リアンがロータリーの基本的なルールを守
らなくなったからだと結論付けています。
　したがって、ロータリーの魅力を作るに
は、先ずもってロータリアンがロータリー
の基本的なルールを守らなければならない
のであります。ロータリーに魅力がなけれ
ば会員は増えません。魅力というのは質の
問題であります。
　では、ラビッツア会長のいう基本的な
ルールとは一体何か。それは、ロータリー
の中核にある原則、即ち、ロータリーの原
理の魅力の根源である一業一会員制の原則
と規則的例会出席の原則なのであります。
　ところが、２００１年度の規定審議会に
おいてこの一業一会員制が廃止され、一業
多会員制に移行しました（01-148）。その
結果、どういうことになるのかと言います
と､ クラブの中に同業者が沢山入って来ま
す。その結果、何億円にも換えがたい、金
銭では購いきれないほど大切なクラブ親睦
が失われてしまうのであります。これでは
ロータリーの魅力など生まれるべくもない
のであります。魅力がなくなれば、会員が
減少するのは至極当然のことであります。

5.「ロータリーを考える」その４
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　前回は、ロータリーの魅力の根源である
一業一会員制の原則が２００１年度の規定
審議会において廃止された結果、クラブの
中に同業者が入ることによってクラブ親睦
が失われ、ロータリーの魅力がなくなって
会員が減少するということを申しました。
　ただ、ロータリーの魅力がなくなる原因
は、クラブに同業者が入会することだけで
なく、他にも色々の原因があります。
　元来、クラブというものは、一業一会員
制の原則によって、色々な職種の会員が居
て、初めて魅力あるものとなるのでありま
す。したがって、ロータリーを魅力あるも
のにするためには、一業一会員制の基本前
提である職業分類の原則を守らなければな
りません。ところが、現在、この基本的な
ルールが大変乱れています。これではロー
タリーの魅力など失われるのが当然であり
ます。
　我が国における職業分類適用の現状を見
ても、例えば、酒造業の業界では、或る酒造
会社の社長であると同時に、信用金庫の理事
長でもある人が居るときに、信用金庫の職
業分類で入会します。或る酒造業の社長は、
山林業で入会します。他の酒造業の社長は、
貸ビル業で入会します。この様な操作をす
れば、一つのクラブに、酒造業者が数人入
会することができることになります。
　これは、一つには､ 資本主義が爛熟して
多目的企業が増えたことも一つの原因では
ありますが、同業者を排除するという一業
一会員制の観点からは、このような会員選
考は職業分類制度の正しい運用とはいえな
いと思うのであります。
　また、例えば、クラブ定款第８条第２節
の「５名またはそれ以上の正会員がいる職

業分類からは正会員を選出してはならな
い」ことになっていますが、この場合、或
る医者をどうしてももう一人入会させたい
時に、悪知恵を働かせて、その医者が猫を
飼っていることを理由に「愛玩動物飼育」
と言う職業分類を作って､ その医師を入会
させたとすれば､ これも職業分類制度の正
しい運用とはいえないのであります。
　この辺のことは昔から指摘されていた
ところでありまして、１９２３－２４年
度 のＲＩ会長であったガイ・ガンディカー
が、初期ロータリーのバイブルと謂われた

『ロータリー通解』という本の中で、「バラ
の木を一本庭に植えたことをもって、農業
園芸という職業分類を作ってはならない」
ということを説いています。したがって、
昔からこの様な悪知恵を働かせる人はいた
訳であります。
　しかも、現在のロータリーでも職業分類
制度の正しい運用が行われていないようで
は、ラビッツァ元会長がロータリーの魅力
がなくなって、会員が減少すると言って嘆
くのも無理はないと思うのであります。し
たがって、職業分類表を整備して、それを
厳格に適用していくことがロータリーの魅
力を守り、その魅力を育ててロータリーを
発展させることになると思うのであります。
　何はともあれ、昨今のロータリアンが
ルールを守らないことは、誠に目に余るも
のがあります。したがって、ロータリーの
魅力もなくなり、会員が減少するのであり
ます。

6.「ロータリーを考える」その５
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　前回は、昨今のロータリアンがルールを
守らないことは誠に目に余るものがあり、
このことがロータリーの魅力の喪失、会員
減少の原因だと申しました。
　そこで、ルールを守らないことについて
若干意見を補足しておきます。例えば、例会
の途中退席の問題があります。私達は、従来、
例会には例会時間の１００%在席するのが当
然であるという教育を受けて来ました。例
会に出席しながら途中で退席するなどとい
うことは、クラブに対して大変失礼なこと
であると共に、同席しているロータリアン
や卓話者に対しても大変失礼なことであり
ます。したがって、私は、例会の途中で退
席しなければならないことが予め判ってい
る場合には初めから出席致しません。
　ところが、国際ロータリーが成立した
１９２２年に例会出席の６０％と謂うルー
ルが制定されましたが、近年、例会時間の
６０％に在席すれば、途中退席する権利が
あるとまで主張する人が出てきました。し
かし、これは、退席する権利があるのでは
なく、例会時間の６０％在席すれば、不慮
の事故、例えば奥様が交通事故で入院した
など突発的な事故が発生したときに限っ
て、途中で帰ってもクラブに対して失礼に
ならないと謂うだけのことでありまして、
権利があるなどと謂うべき筋合いのこと
ではありません。権利が有るとか無いとか
謂うことは法の世界のことでありまして、
ロータリーは法の世界ではなく倫理の世界
でありますから、全ての行動は倫理的でな
ければならないのであります。
　 そ の 後、 近 年、 こ の ６ ０ ％ ル ー ル は
５０％に変更されましたが、そのことが

５０％在籍すれば退席する権利があるとい
う意味ではないことは当然のことであり
ます。しかも、６０％ルールが適用され
ていた頃にも、１２時３０分に例会が始
まって１時６分まで在席するのであればま
だしも、１時に卓話が始まる直前に堂々
と退席する会員が沢山いました。これで
は、５０％しか在席していないのでありま
すから、当時としては明らかにルール違反
でありました。それにも拘わらず、そのこ
とを恥ずかしいとも思わない。クラブもま
た、そのようなロータリアンにメイクアッ
プカードを出していたのであります。クラ
ブもロータリアンも挙げてルールを守る
心が麻痺してしまったと謂わざるを得ませ
ん。ロータリアンとしての誇りは一体何処
へ行ったのかと思うのであります。しか
も、大都会のクラブでは、このような例が
寧ろ当然のことのようになっていたのであ
り、卓話の時間の始まる直前にビジター達
が５、６０人一斉に退場する光景は真に異
常なものでありました。あとには、そのク
ラブの会員が２、３０人しか残っていない
という有様であり、これでは、ロータリー
の魅力など生まれる筈もなく、会員が減少
するのは寧ろ当然であります。
　元来、クラブの例会は、最初の３０分は
食事をして親睦を楽しむ時間、あとの３０
分は卓話を聴いて奉仕に耳を傾ける時間、
という構成をとっているのであり、これが
例会には１００％在籍する一つの意味でも
あるのであります。

7.「ロータリーを考える」その６
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  ＲＩのテーマが唱えられだしたのは比較
的近年になってからのことでありまして、
元来は、ＲＩ会長の個人的な所信の表明で
あり、ターゲットと呼ばれていたものであ
ります。ターゲットがロータリーの世界に
最初に現れたのは、１９５３～４年度にウ
ルグァイから出たＲＩ会長ホアキンＳ・シ
ビルス氏が「クラブが増えれば友人が増え
る。友人が増えれば奉仕の機会が増える」
と言ったのが始まりであります。したがっ
て、これは会長の全く個人的な考えを呟い
たようなものでありまして、それ以上に
何らの意味をもつものではありませんでし
た。ましてや実践の目標でも何でもないの
であります。だからこそ会長の個人的な所
信の表明即ち、ターゲットと呼ばれていた
のであります。
　ところが、近年、何時知らずこのターゲッ
トがＲＩ理事会決議の裏打ちをもちまし
て、ＲＩテーマと呼ばれるようになりまし
た。したがって、現在の手続要覧には、「会
長の年次メッセージは、特定のプログラム
あるいはテーマその他その発表の形式を問
わず、当該年度におけるロータリープログ
ラム遂行上、最大の重要性をもつものであ
る。ガバナーが会長のプログラムもしくは
テーマを取り上げ、あらゆる適切な方法に
よって強調することは、その役職と切り離
すことのできない任務である」。と記載さ
れています。したがって、ターゲットが恰
も奉仕の実践の目標になった感があるので
あります。そのことは、「会長のメッセー
ジは、すべてのロータリークラブとロータ
リアンに知らせ、理解させ、効果的に実行
されなければならない」と記載されている

ことから明らかであります。
  このように、ＲＩ会長のメッセージにつ
いては、最近のＲＩのロータリーに対する
姿勢の変化が見られるのであります。
  さて、そこで、今年度のＲＩのテーマは、
３０年振りに日本から出ましたＲＩ会長田
中作次さんの「奉仕を通じて平和を」とい
うのであります。
　これは真に雄大なテーマでありまして、
このテーマの核心にある思想は、勿論、世
界平和の追求であります。
  ロータリーは、今や将に世界中に拡大さ
れています。しかし、今なお世界中に紛争
の絶えることはありません。それは人類社
会が紛争のない平和な世界を作り出すこと
が如何に困難であるかを示しています。
　では，この難題を如何にして解決するこ
とが出来るのか。田中作次会長は、奉仕を
通じてその平和を実現しよう、と提唱され
ています。
　平和。それは、ロータリーの綱領第４に
示されているようにロータリーの究極の悲
願であります。殊に我が国は、原子爆弾の
唯一の被爆国であります。世界中の如何な
る国よりも平和を希求する思いが強いので
あります。そして、今年度は５月に広島に
て平和フォーラムが開催されます。これは、
日本人のＲＩ会長年度として真に時宜を得
たものと思うのであります。 

8.「ＲＩのテーマ」その１
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　前回は、ＲＩのテーマは、１９５３年以
降、ＲＩ会長の個人的な所信の表明に過ぎ
なかったターゲットが比較的近年になって
ＲＩ理事会決議の裏打ちをもってＲＩテー
マと呼ばれるようになったと申しました。
　しかし、１９５３年以前にはロータリー
の世界にターゲットなるものは無かったの
であります。何故かと謂いますと、ロータ
リー運動としては「ロータリーの綱領（目
的）」があれば十分でありまして、これ以
外にＲＩ会長の個人的な所信など全く必要
としないからであります。
  では、なぜターゲットを出したのか、と
いいますと、恐らく１９５３年度のＲＩ会
長ホアキンＳ・シビルス氏が会長になった
記念に何かアピールしようという気持から
発表したものかと思われるのであります。
　ロータリーの綱領は、ロータリアンが何
十年もかけてロータリーの本体を見つめた
結果出来上がったものであり、全世界の
ロータリアンの知性を結集した国際大会の
決議でありますから、ロータリーの表現の
中では最も優れたものと謂えるのでありま
す。したがって、これは、ロータリーの般
若心経とも謂うべきものでありまして、こ
れをよく見つめることを通じて自分の心を
反省すれば、ロータリーとは何か、と謂う
ことを自ずから理解することができるので
あります。
　このように、綱領は、ロータリーの目的
であり、その崇高な理念を極めて簡明直裁
に表現した素晴らしいドキュメントであり
ますから、これ以外にＲＩ会長の個人的な
所信の表明に過ぎないターゲットなど全く
必要としないのであります。

  果たして、その後、ターゲットなど要ら
ない、という考え方のＲＩ会長が現れまし
た。アメリカ・オハイオ州出身の１９７６
～７７年度のＲＩ会長ロバート・マンチェ
スターⅡ世 Robert Manchester Jr 会長で
あります。
  当時、毎年春に開かれる国際協議会では
ＲＩ会長エレクトがターゲットを発表する
ことが慣例となっていましたが、彼は、ター
ゲットを出しませんでした。驚いたのは日
本のガバナーエレクト達で、日本では既に
新年度に向けて準備万端整っているのに、
ここに来てＲＩ会長の所信の表明がないの
は困るというので交渉した結果、Robert 
Manchester Jr 会長エレクトは、仕方なく
ターゲットを出すことになりました。そ
れは、「“奉仕”ロータリーを私は信奉す
る」と謂うものであります。折角、ロータ
リーが正しい方向に戻ろうとしたのに残念
なことでありました。結局、その後も毎年
継続して発表されることが慣例になりまし
たが、当然のことながら、その中には、優
れたターゲットもあれば、そうでないもの
もあります。これは人間の社会である以上
当然のことであります。このことはＲＩの
テーマとなってからも同じことが謂えるの
であります。
　そこで、次回からは、従来発表されたター
ゲットやＲＩテーマの中から優れたものに
ついて若干紹介していきたいと思います。

9.「ＲＩのテーマ」その２　



－11－

　今日は、従来発表されたターゲットの中
で私の最も好きなターゲットである 1960-61
年度のＲＩ会長であったエド・マクローリ
ン会長（J.Edd McLaughlin）のターゲットを
紹介します。それは、“You are ROTARY”
貴方がロータリーですよ。というのであり
ます。ロータリーというのは、ＲＩのこと
ではない、ロータリークラブのことでもな
い。あなた方一人ひとりのロータリアンの
心の中に宿るもの、それがロータリーなの
ですよ、と呼びかけているのであります。
　実は、これは優れて英米法的な発想なの
であります。英米法的なものの考え方によ
れば、国家というものは、政府でもない、
国会でもない、国民一人ひとりの心の中に
宿るもの、それが国家である、と考えるの
であります。即ち、
　英米法は、国家とは国民の総体であると
考えます。しかし、国民が一億人集まっても、
それだけでは烏合の衆に過ぎません。この
人間の集団を国家という統一体にするため
には、主権や統治権などのプラスアルファー
がなければなりません。
　ヨーロッパ大陸法の考え方によれば、国
家は、領土、国民及び統治組織によって成
り立つと考えるのでありますが、英米法は、
国家は領土と国民だけで成り立つと考える
のであります。
　では、この主権や統治組織等のプラスア
ルファーは一体何処にあるのか、と謂いま
すと、英米法は、国家というものは一億の
国民の一人ひとりの心の中に宿る、即ち、
国家は一人一人の国民に分属する、と考え
るのであります。
　日本国憲法の国民主権とか主権在民とか

いう思想も、その根底にはこの考え方があ
るのであります。日本では、明治の先覚者
福沢諭吉先生が早くからこの考え方をとっ
ておられました。
　このように英米法は、国家とは一人ひと
りの国民のことだと謂う立場をとるのであ
ります。したがって、一人ひとりの国民が
理性の命ずるところに従って自分の徳性を
磨けば、その徳性の総和は、必ず国の政治
に反映し、国家の徳性も上がって行くと考
えるのであります。国家の徳性が上がれば、
あの忌まわしい戦争も予防でき、平和な社
会がおとずれると考えるのであります。
　ロータリーもこれと同じであって、一人
ひとりのロータリアンが自分の徳性を磨く
ことによって、業界や地域社会、国際社会
の徳性が磨かれ、平和な明るい世界になる
とマクローリン会長は説くのであります。
　これは、一人ひとりのロータリアンの心
の中にあるものが、窮極において世界平和
の実現に繋がるという提唱であります。
　このように、徳性を磨く、心を磨く、と
いうことは、言葉を換えれば、私達一人一
人がお互いに幸せを祈り合うことなのであ
ります。そして、私達ロータリアンが、そ
して、世界中の人達がお互いに徳性を磨き
合い、幸せを祈り合う世界、そのような平
和な世界を実現することがロータリーの夢
なのであります。

10.「ＲＩのテーマ」その３
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　前回は、McLaughlin 会長の平和な世界
を実現することがロータリーの夢であると
申しました。そこで今日は、その平和のテー
マについて今年度の田中作次ＲＩ会長の
テーマ「奉仕を通じて平和を」というテー
マを考えてみたいのであります。
  田中会長は今年の国際協議会において感
銘深い話をされました。要約しますと、
　「ロータリーに入るまで、私の人生観は
とても狭いものでした。貧しい家の８人兄
弟の４番目として生まれた私を取り巻く人
達も、殆どが貧しい境遇にいました。週に
一度母と私は、市場まで２０キロの道を歩
いて野菜を売りに行ったものです。日本人
以外の方々とは一度もお会いしたことが無
く、あの村が私の全世界でした。私は、若
い頃、教育を受けたいと望みましたが、と
ても無理でした。お金が無かったのです。
　友人達も私と同じような状況でした。
　しかし、或る先生が私達のために東京の
ガラス工場に働き口を見つけ、社員寮に住
めるように計らってくれました。そして、
夜間学校への入学も手配してくれました。
　先生は、私達３人の生徒と共に汽車に乗っ
て私達を東京のガラス工場まで送り届け、
寮や工場や夜間学校を案内して下さった後、
自分は授業のために新潟に戻られました。
　これは５７年前のことです。その後、先
生の思いやりを一度も忘れたことはありま
せん。
　日本では「シカタガナイ」という考え方
があります。先生も私達百姓の子供を見て、
読み書きだけは教えられるが、高等教育を
受けるには貧しすぎるから「仕方がない」、
自分にこの状況を変えることは出来ない、

と考えることは出来た筈です。
　しかし、先生がとった態度は違いました。
　それは「ワタシシダイ」、詰まり自分次第
で物事は変わる、というものでした。子供
達が自力で状況を変えられないことを悟っ
た先生は、私達子供が自力で生きていくた
めの助けの手を差し伸べてくれたのです。
　今思えば、これは先生にとって容易なこ
とではなかった筈です。インターネットのな
い時代、長距離電話も非常に高額な時代のこ
とです。全てを手配するために、東京と何度
も手紙をやりとりしたに違いありません。し
かも、汽車賃を自分で払って私達を東京まで
送り届けてくれました。これは、思いやりの
心、助けたいという心があったからだと思い
ます。そのお陰で、私達の人生は完全に変わ
りました。私達は、永年夢見てきた目標、勉
強に励み、学問を身につけ、成功するという
目標を果たすために頑張りました。
　その時私は、「ワタシシダイ」という新
しい生き方をみつけました。「ワタシシダ
イ」とは、物事は自分次第で決まると謂う
ことです。目標を立てそれを達成出来るか
どうかは私達次第です。人々が自力で生き
ていけるよう助けられるかどうかは、私達
次第です。そして超我の奉仕を実践し「奉
仕を通じて平和を」築けるかどうかは、私
達次第なのです。超我の奉仕という言葉は、
人生で本当に大切なこと、エネルギーを注
ぐべきことは何なのかを私達に教えてくれ
ます。そうすることでより平和な世界を築
くことが出来ると考えます。そこで、私は
２０１２－１３年度のロータリーのテーマ
を「奉仕を通じて平和を」と致しました」
と謂うのであります。

11.「ＲＩのテーマ」その４
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　前回は、今年度の田中作次ＲＩ会長の「奉
仕を通じて平和を」というテーマについて
田中会長が国際協議会で話されたことだけ
を要約して申し上げました。
　８人兄弟の４番目として生まれた田中会
長は、貧しい境遇の中から或る先生に助け
られて頑張ったお陰で、永年夢見てきた目
標を果たされたのでありますが、そのとき
田中会長は、「ワタシシダイ」という新し
い生き方を見つけたと謂っておられます。
　「ワタシシダイ」とは、物事は自分次第
で決まると謂うこと、目標を立てそれを達
成出来るかどうかは私達次第、人々が自
力で生きていけるよう助けられるかどう
かも私達次第、そして超我の奉仕 "Service 
above self" を実践し「奉仕を通じて平和を」
築けるかどうかも私達次第、したがって、
超我の奉仕という言葉は、人生で本当に大
切なこと、エネルギーを注ぐべきことは何
なのかを私達に教えてくれます。そうする
ことでより平和な世界を築くことが出来る
と考えます、と述べておられます。
　実に素晴らしい話であります。「ワタシ
シダイ」とは、田中会長の素晴らしい人生
哲学であります。これは、貧しい家庭に生
まれながら、素晴らしい先生との出会いを
契機として、自らの努力で苦難の人生を切
り開いた人、田中作次ＲＩ会長の素晴らし
い人生哲学の提唱であります。殊に、恩師
の先生の生き方は、将に超我の奉仕そのも
のであります。
  また、田中ＲＩ会長は言葉を継いで『私
は、超我の奉仕は単なる標語ではないと考
えております。それは、誰の人生をも更に
豊かで有意義なものにする生き方を示して

いると思います。
　ロータリアンは、自分よりも、他人のニー
ズを重視します。自分のためだけではなく
社会全体のためを考えます。超我の奉仕と
いう言葉は、人生で本当に大切なこと、エ
ネルギーを注ぐべきことは何なのかを私達
に教えてくれる言葉です』とも述べておら
れます。
　この田中作次ＲＩ会長の言葉は、日本
ロータリーの創始者米山梅吉先生の言葉、

「奉仕第一、自己第二」即ち、自分のこと
はさて措いて、先ず第一に世のため人のた
めのことを考えようという言葉と共通の境
地にあるものであります。
　このように致しまして、自分のことより、
先ず人のことを考えよう、ということは、
換言すれば、全ての人の幸せを祈ろうとい
うことになるのであります。
　要するに、田中作次ＲＩ会長の期待は、
全ての人の幸せを願うロータリアンとして
の思いの深さを忘れることなく、職業社会、
地域社会そして世界社会に対して、今何が
必要なのか、そのニーズに対してどのよう
な奉仕の実践が必要なのか、その問題点を
はっきりと自覚して行動してほしい、とい
う点にあろうかと思うのであります。した
がって、田中作次会長の「奉仕を通じて平
和を」というテーマは、人類社会の全ての
人の幸せを祈るということに万感の思いを
込めた提唱であると私は理解しているので
あります。

12.「ＲＩのテーマ」その５
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　前回は、今年度の田中作次ＲＩ会長の「奉
仕を通じて平和を」というテーマは、人類
社会の全ての人達の幸せを祈るということ
に万感の思いを込めた提唱であると申し上
げました。
　そこで今日は、この提唱と同じ境地にあ
るテーマを紹介しておきます。
　それは、１９６２－６３年度の国際ロー
タリー会長、インドのカルカッタ・ロータ
リークラブから出ました偉大なるロータ
リーの思想家ニティッシュ・ラハリー会長
のターゲットであります。
　『世界中の何処かの片隅に、一人でも不幸
な人がいる限り、我々ロータリアンは永久
に幸せになることが出来ない。心の中に火
を燃やそう Kindle the spark within!』と謂
うのでありまして、これは私の大好きな有
名なターゲットの一つであります。ラハリー
会長は東洋人として初めてＲＩの会長にな
られた人でありますだけに、真に東洋的な
神秘なターゲットでありまして、心の中に
火を燃やすことによって、この世の中を明
るくしていこうというのであります。
　そして、そのためには、私達がこの世の
中の全ての人達の幸せを祈らなければなら
ない、とラハリー会長は呼びかけているの
であります。世界中の全ての人達がお互い
に幸せを祈り合う、そのような社会になっ
て、始めて世界平和が実現出来ると思うの
であります。
  ただ、一点疑問に思うのは、ラハリー会
長の提唱は、ロータリーの理想としては真
に崇高なものであり、素晴らしいものと思
うのではありますが、しかし、現実のイン
ド社会を見るとき、世の中の全ての人達が

果たして幸せになる可能性が少しでもある
のか否かは、かなり疑問であると思うので
あります。
　何故かと申しますと、ご存知の通りイン
ドは階層社会であります。したがって、カー
スト制度のように、一方に富裕な社会が存
在し、他方に極貧の社会が存在するという
格差社会が厳然として存在しています。し
かも、このことを当然のこととして是認し、
これを改めようとしない社会は、原理的に
みてロータリーの万民平等の理想とは相容
れないものであります。したがって、ここに
はロータリーはないと謂うべきであります。
　インドは、国民の僅か２％の人達が国の
９８％の土地を所有していると謂われてい
ます。この極端に貧富の懸絶した社会構造
を改めると謂うことは一朝一夕に為し得る
ことではありません。したがって、貧富の
格差をなくし万民平等の幸せな社会を築く
ことは、インドの為政者にとって将に永遠
の課題であろうかと思うのであります。尤
もこれはロータリーを越えた問題でありま
すから、インドのロータリアンとしては如
何とも為し難い問題であります。しかし、
国民一人一人の心の中にあるものが大きく
社会を変えていくことを考えると倫理運動
であるロータリーとしては意識改革に取り
組むべき問題でもあると思うのであります。

13.「ＲＩのテーマ」その６
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　今回から私の公式訪問卓話より抜粋して
少し話してみたいと思います。実は、私は、
２３年前のガバナー公式訪問６８クラブの
卓話を全部録音しておりました。私の公式
訪問スケジュールは、最初の２時間が会長
幹事との懇談会であり、その後がクラブ会
員に対する卓話、その後また２時間のクラ
ブアッセンブリーというのが標準的なもの
でありました。
　当時、私は、ガバナーの卓話というものは、
そのクラブのお役に立つテーマで話すのが
いいと思っていましたので、最初の会長幹事
との懇談会で会長さんに、「今日はどのよう
なテーマでお話ししましょうか」とお尋ね
して、謂わばリクエストを受ける形で卓話
をしておりました。したがって、三題噺で
はありませんが、ジャズの即興演奏のよう
に当意即妙、速断即決で喋っていましたの
で、出来のよいのも悪いのもありましたが、
その中で突拍子もないリクエストが二つあ
りました。一つは高砂クラブであり、もう
一つは西宮甲子園クラブでありました。
　そこで高砂クラブでありますが、会長さ
んはお坊さんでありました。会長幹事懇談
会の終わりに「卓話では何をお話ししま
しょうか」と尋ねましたところ、例会まで
によく考えてから例会でテーマを申し上げ
ます、とのことでありました。
　さて、例会が始まって会長挨拶の時、会
長さんは道元禅師の話や以心伝心の話をし
ました。そして、突然、卓上の一輪の花を摘
んで私に差し出し、ニコッと微笑みました。
　目が笑っていました。私は即座に、「拈華
微笑の話ですね」と応えますと「その通り
です」とのことでしたのでテーマが決まり

ました。
　ただ、ロータリーの例会でありますから、
宗教の話だけするわけには参りません。一
瞬考えた上で、「拈華微笑」のテーマでロー
タリーを説いたのであります。
　「拈華微笑」というのは、御承知のとおり、
お釈迦様が霊鷲山で説法したとき、一本の花
をひねって聴衆に示したところ、誰もその
意味が判らなかったが、魔訶迦葉だけがその
真意を悟って微笑したという故事でありま
して、仏法の極意は、一本の花を拈って口元
に微笑を浮かべることによって伝わる態の
ものであると謂うのであります。要するに、
仏法の極意は、仏道を究めた者同士の心か
ら心へ伝わる、即ち、以心伝心にあるとい
うのであります。尤も、このような話でロー
タリーを説いたことにはなりません。そこ
で私は、道元禅師の言葉を引用して、ロー
タリーの思想を説いたのであります。　
　道元禅師の有名な言葉に、「仏道を習う
とは己を習うなり。己を習うとは己を忘
るゝなり」というのがあります。一方、ロー
タ リ ー の 思 想 に は、"Service,Not self" と
"Service above self" いう二つの標語があり
ます。そこで、道元の考え方からすれば、
仏道を習うとは己を習うなり、というのは
"Service above self" の思想であり、己を習
うとは己を忘るゝなり、とは "Service,Not 
self" の思想に当たるのではないかと思うの
であります。この二つの思想の話は、何れ
稿を改めて致します。

　以上、長々と小生の公式訪問の昔話を致
しましたが、意のあるところをお酌み取り
くださらば幸甚であります。

14.「私の公式訪問卓話より抜粋」その１　
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　前回は、道元禅師の正法眼蔵にある有名
な言葉「仏道を習うとは己を習うなり。己
を習うとは己を忘るゝなり」を引用して、
ロータリー思想の根底に流れる二つの思想
を説きました。一つは "Service,Not self"
であり、一つは "Service above self" であ
ります。ただ、時間の関係で説明が不十分
でありましたので補足しておきます。
  先ず、"Service,Not self" は、ロータリー
の奉仕 Service とは、Not self 即ち self を
Not 否定すること即ち自己滅却、自己犠牲
である。即ち、自分を滅却して、この宇宙
を支配する神の秩序体系のもとに帰依する
ことがロータリーの奉仕の全ての意味であ
ると説くのであります。したがって、これ
は中世キリスト教神学の思想以外の何もの
でもない優れて宗教的色彩の強い思想であ
りまして、自己否定、自己滅却、自己犠牲
を説いているところから、これを道元流に
謂えば「己を習うとは己を忘るるなり」に
当たるのではないかと考えたのでありま
す。この思想は、１９１１年の全米ロー
タリークラブ連合会で Benjamin Franklin 
Collinsによって説かれたのに始まり、以後、
グレン C. ミード、ラッセル F. グライナー
その他歴代のロータリー指導者の信奉する
ところとなったのであります。日本では、
ロータリーの創立者米山梅吉先生がこの思
想の世界に生きた人でありました。
　これに対し、Arthur Frederic Sheldon
は、ロータリーは宗教ではないのだから
"Service,Not self" のように自分を否定する
のではなく、自分の存在を認めた上で、そ
の上に奉仕 Service を考えるべきである、
即ち、self" の above 上に奉仕を考えるべ

きだと説いたのであります。これは、宗教
色、宗教倫理を否定して職業人としての実
業倫理を説くものでありますから、私共は
これを「自己研鑽の奉仕」と訳しているの
であります。したがって、これを道元流に
謂えば「仏道を習うは己を習うなり」に当
たるのではないかと考えたわけでありま
す。この考え方は、Paul P.Harris も説く
ところでありまして、"Service above self"
は、現在、ロータリーの公式の標語となっ
ているのであります。日本では、米山先生
の次の二代目ガバナー横浜クラブの井坂孝
さんがこの思想の世界に生きた人でありま
した。 
　ところが、"Service above self" という用
語は、英語の慣用例にはないそうでありま
して、中世以来、奉仕 Service と謂えば、
これ即ち自己否定、自己犠牲を意味するの
であります。中世人が神に対して自己を主
張するなどと謂うことはあり得ないことで
あって、ひたすら謙虚に自己を否定して
神に仕えることをもって奉仕 Service と考
えたのであります。したがって、"Service 
above self" という用語は、２０世紀初頭の
ロータリーの造語として現代に通用するよ
うになったのではないかと思うのでありま
す。なお、手続要覧では、"Service above 
self" を「超我の奉仕」と訳していますが、「超
我」というのは自分を認めないことにな
るのでありますから、自己否定、自己犠牲
であります。したがって、"Service above 
self" を「超我の奉仕」と訳すのは些か妥当
ではないと思うのであります。

15.「私の公式訪問卓話より抜粋」その２　
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　今日は、リーダーシップについて話しま
す。先ず、ロータリアンの集合体がロータ
リークラブであり、ロータリークラブの集
合体が国際ロータリーでありますから組織
の根本にあるロータリアンがその役割を果
たさないと組織は滅びます。
  さてそこで、ロータリアンが果たすべき
役割の中で一番大事なものは一体何か。そ
れは、一人ひとりのロータリアンのリー
ダーシップであります。
  このことは何もロータリーに限ったこと
ではありません。凡そ、あらゆる組織の長
たる立場にある者すべてについて謂えるこ
とであります。
  つい先日の総選挙において民主党が大敗
を喫して国のリーダーが替りました。
　神戸大学の元学長の新野孝次郎先生が一
昨年のＲＹＬＡの話の冒頭で、今、イギリ
スで最もよく読まれている雑誌の一つであ
るロンドン「エコノミスト」の２０１０年
６月号に「リーダーレス・ジャパン」とい
うテーマの論説が載ったことを紹介されま
した。それは、鳩山元首相の幼稚性、管元
首相の自己決定能力なく権威あるものに従
うという趣旨の記事でありました。そして、
日本の雑誌「プレジデント」には、迷走民
主党というテーマの論説が載りました。こ
れは、ご存じの方も多いかと思います。
　結局、民主党はリーダーシップを失って
日本のリーダーが替わってしまったのであ
りますが、この「リーダーレス・ジャパ
ン」という状況が今後どのように変わるの
か。今将に日本は、この時期にこそリーダー
シップを如何に発揮するか、が問われてい
るのであります。現在の日本は、経済問題、

財政問題、外交問題、福祉問題そして教育
問題その他あらゆる問題について不透明な
時代であります。したがって、冷静な判断
力、明確なビジョン、そして一番大事な誠
実さ、これが日本のリーダーに問われてい
るのであります。
　では、ロータリーは一体どうなのか。実
は昨今、国際ロータリーもロータリークラ
ブも、そしてロータリアンもそのリーダー
シップがかなりおかしくなって来たのでは
ないかとも思われるのであります。特に、
ロータリアンのリーダーシップが問題であ
ります。
　そこで、リーダーシップについて二つの
問題点を考えて見たいのであります。一つ
は、世界的な視野をもつことであり、もう一
つは、物事の本質を見抜くことであります。
　では、先ず世界的な視野をもつには一体
どうすればよいのか。
　「木を見て森を見ず」という諺がありま
すように、常に大所高所に立って全体を考
えることを忘れないことであります。この
ことは、とりもなおさず、空間的には広い
目で物事を考え、時間的には永い目で物事
を考えると謂うことであります。
  これがリーダーシップを発揮するための
基本前提であります。

16.「リーダーシップ」その１　
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　前回は、リーダーシップを発揮するため
に世界的な視野をもつにはどうすればよい
のかということについて、常に大所高所に
立って全体を考えること、詰まり、それは、
空間的には広い目で物事を考え、時間的に
は永い目で物事を考えることが大切である
と申しました。そこで、ロータリアンは皆、
地域社会や業界でリーダーシップを発揮
している人達であり、同時にロータリーで
もリーダーシップを発揮しています。した
がって、ロータリアンのリーダーシップが
大事であります。そこで一つ試験問題を紹
介します。
　昔、東京帝国大学の民法の権威であられ
た穂積重遠先生が講義の際に、黒板に「へ
のへのもへじ」流の大きな顔を描きました。
　見れば右の眉毛がありません。先生の解
説によると、これは或る幼稚園の入園テス
トだというのであります。
　試験官は、一人ひとりの子供に「この絵
で何が足りませんか」と聞きました。或る
子供は「眉毛がありません」と答えました。
　これは知能指数普通であります。また或
る子供は「右の眉毛がありません」と答え
ました。これは満点であります。
　ところが、一寸変わった子供が居まして

「身体がありません」と答えました。なる程、
顔ばかりで胴や足や手がありません。試験
官は吹き出しました。教室の学生達も吹き
出しました。
　しかし、穂積先生は学生達に、『これは
笑う訳にはいかない。何故かというと、人
間には盲点というものがあって「この絵で
何が足りないか」と言われると、みんな絵
の中を見てしまう。周辺や全体を見ない。

　この子供は、賢くも 全体 を見た。「身体
がない」と言うのは御名答である。君達も
社会に出たら大所高所に立って、全体を考
えることを忘れるな』と言われたのであり
ます。
  流石は民法の大教授であります。学生達
にものを学ぶときの心得を説かれたのであ
ります。「大所高所に立って、全体を考え
ることを忘れるな」これは、とりもなおさ
ず、空間的には広い目で、時間的には永い
目で物事を考えよと謂うことであります。
　実は、これが世界的な視野をもってリー
ダーシップを発揮するための基本前提なの
であります。　　　　　
  そこで、ロータリアンは皆、職業人とし
て地域社会のリーダーでありますが、その
リーダー達がクラブの中で色々の役職を努
めながらリーダーシップを発揮するのであ
ります。したがって、ロータリーは、リー
ダーの中のリーダーを育てるのでありま
す。そして、その育てる場が将にクラブ例
会なのであります。異業種の良質な人達が
毎週１回クラブ例会に集まって、企業経営
上のアイディアや世のため人のためのアイ
ディアを交換をします。その結果、ロータ
リアンは、社会の動向について先を見通す
ことが出来るようになります。謂わば先見
性を取得することが出来るのであります。
　そして、このことによって、世界的な広
い視野を持つことが出来るようになるので
あります。

17.「リーダーシップ」その２　
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　凡そ真のリーダーが育つには、理論と実
践の双方が大事であります。例えば、如何
に理論的に優れた学者が大臣になったとし
ても、それで政治がよくなるものではあり
ません。政治家としての実践を積んで初め
て一国のリーダーたり得るのであります。
　ロータリアンもこれと同じでありまし
て、学んだ理論を身をもって実践すること
によって初めてリーダーシップが身につく
のであります。
　そこで、実践が如何に大事か、というこ
とについて一つの物語を紹介します。それ
は大燈国師の話であります。大燈国師は臨
済宗大徳寺派の総本山大徳寺の初代管長で
ありまして、２４歳で禅の公案を全て解い
たという秀才でありました。
  ところで、大燈国師に印可を与えた老師
は、「お前の修業は未だ半分だ。したがって、
これから乞食になって更にあと２４年間修
業せよ。そうすれば、お前は大僧正になる
ことが出来る」と言ったのであります。
　そこで、大燈国師は、京都の三条の河
原で乞食になって修業しました。そして、
２４年経って、後醍醐天皇の御代に召し出
されて初代管長になったのであります。た
だ、三条の河原には、沢山の乞食がいまし
たので、その中からどのようにして大燈国
師を探し出したのか。これは譬え話だと思
いますが、役人の中に大燈国師は大根が好
きだったということを知っていた者がい
て、乞食の一人ひとりに大根を突きつけて

「無手にて取れ」と言って廻りました。乞
食は何のことか判らず、ポカンとして全く
反応がない。そのうち、一人の乞食に大根
を突きつけて「無手にて取れ」と言ったと

ころ、「無手にて取ろう。無手にて出せ」
と言いました。それでその乞食が大燈国師
だと判った、という逸話が残っているので
あります。
　この物語は一体何を意味するのか。
　初めの２４年間は禅の公案を説く理論研
究即ち、知識の世界であり、後の２４年間
はその知識を基にした体験による実践の世
界であります。この実践によって初めて理
論が身に付き、修業が完成することを教え
ているのであります。
　要するに、頭の中で考えて理論が判った
だけでは駄目でありまして、それを身をもっ
て実践しなければならないのであります。
　ロータリーもこれと同じでありまして、
世の中には、ロータリーの理論を知識とし
て弄ぶ者は枚挙に暇がありません。しかし、
その理論を身に付いたものとして世のため
人のために実践して初めて真のリーダーた
り得るのであります。
  そして更に、ロータリーを身につけるた
めに、もう一つ大切なことがあります。そ
れはただ、ロータリーへの思いの深さであ
ります。才能とか天分ではなく、ただ偏に
ロータリーへの思いの深さが大切なのであ
ります。ロータリーに対する傾倒の度合い、
そしてプラス年輪であろうかと思うのであ
ります。それが人としての光となり魅力と
なるのであります。したがって、ロータリー
も大切でありますが、それ以上にロータリー
以前が大切であると思うのであります。

18.「リーダーシップ」その３
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　今日は、真のリーダーが育つには何故実
践が大事なのか、という話をします。
　昔、始祖達磨大師がインドから海を渡っ
て中国に法を説いて以来、その弟子である
二祖慧可、三祖僧燦、四祖道信、五祖弘忍
そして六祖慧能から日本に渡った禅宗の思
想の流れを法脈というのでありますが、こ
の六粗慧能という人は幼くして父を亡く
し、東禅院の五祖弘忍の門をたたいて弟子
になりました。そして、新参の慧能は、寺
の最も下っ端の役の食事の世話役を命ぜら
れたのであります。
　ある日、弘忍和尚は弟子達に対して、「儂
も歳をとった。就いては後継者を定めたい
が、仏法の世界は平等であるから、誰でも
よい、菩提心即ち、人間が悟る心とは如何
なるものであるかを偈に作って壁に掛けて
おくように」と命じました。
　そこで、弘忍和尚の後継者だと自他共に
許す一番上座の神秀は、「自分の身体は悟
りの木であり、心は明るい鏡の台のような
ものであるから何時も修行に勤めて拭き清
め、塵が積もるようなことではいけない」
と謂う意味の偈を書きました。
　この偈を見た慧能は、「悟りの木と謂っ
てもそこに菩提樹の木があるわけではな
い。明るい鏡と謂っても心に鏡があるわけ
ではない。本来無一物。本来は何もない。
何もないところにどうして塵が積もるの
か」と謂う意味の偈を書きました。
　翌朝、弘忍和尚はこの偈を見て、この慧
能の偈は始祖達磨の思想に直結する。この
慧能こそ自分の法脈を継ぐ弟子だと決めた
のであります。そこで慧能を呼んで、「お
前に印可を授ける。しかし、お前はこの寺

の一番下っぱの僧侶だ。したがって、お前
に印可を授けるとこの寺の階層秩序がひっ
くり返る。そこで、印可と宝物を授けるか
ら夜陰に乗じて逃げろ」と言ったのであり
ます。
　そこで、慧能は夜明け前に寺から逃げ出
して南の方へ行ったのでありますが、神秀
がこれを知って刀を持って追いかけ、南の
山の上で追いつきました。そして、慧能に

「お前を殺す」と言いました。すると、慧
能は、「殺すのはいいよ。しかし、私を殺
すと法脈が断ち切れてしまうよ。だから、
ここで一つ禅問答をしよう」といって、こ
こで有名な禅問答をして、結局、弘忍和尚
の認定の通り、慧能が勝ったのであります。
　そこで、慧能が偉かったのは、「これで
私に印可が降りたことが判ったでしょう。
だから貴方は北へ戻って隆々と栄えている
弘忍和尚の寺を継ぎなさい。私はこれから
南へ行って法を説きます」といって別れま
した。
　この時、中国は宋の時代でありましたの
で、これ以来、神秀の北宋禅と慧能の南宋
禅とに別れたのでありますが、神秀の北宋
禅は結局弘忍和尚の法脈を継ぐことなく滅
び、慧能の法脈は日本へ渡ったことにより
日本でその法脈が承継されることになった
のであります。この物語は、神秀の学識よ
りも慧能の禅の体験による実践が大事だと
いう実践派の登場という禅宗史上有名な逸
話なのであります。
　ロータリーもこれと同じでありまして、
理論・学識は勿論大事でありますが、それ
以上に、例会出席の体験による実践が大事
なのであります。

19.「リーダーシップ」その４　
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　前回は、リーダーにとっては理論・学
識は勿論大事でありますが、それ以上に
例会出席の体験による実践が大事なであ
るという話をいたしました。今日はその
ことについてロータリー思想の視点から
集約してみたいと思うのであります。
　ロータリーでは、先ず奉仕の心があっ
て、その心が職業社会で実践されて職業
奉仕となり、地域社会で実践されて社会
奉仕となり、国際社会で実践されて国際
奉仕となるのでありますから、ここで大
事なことは、その奉仕の心が必ず実践さ
れなければならない、ということであり
ます。
　如何に高い理想を説いても、その心が
実践されなければ、それは絵に描いた餅、
燃えない石炭のようなものであります。
　しかし、何でも実践すればよい、とい
うものでもありません。理論のない実践
は、方向舵のとれた飛行機みたいなもの
であって、何処へ飛んでいくか判りませ
ん。したがって、理論と実践の調和が必
要なのであります。このことを説いたの
が、１９１４年度の国際ロータリークラ
ブ連合会会長 Frank L.Mulholland であ
りまして、その思想は１９２３年のセン
トルイス国際大会の決議２３－３４号の
第４項に実を結んでいるのであります。
　殊に .Mulholland は、ここで理論と実
践の調和を前提として特に実践の重要
性を強調しているのであります。即ち、

「ロータリーの奉仕とは、単なる心の状態
を謂うのではなく、その心が行動として
客観化したものを謂うのである」と断言
しているのであります。

　実は、ロータリーの思想の世界には、
理論と実践との調和、親睦と奉仕との調
和、利己と利他との調和など相反するも
の の 調 和 を 説 く 思 想 が あ り ます。し た
がって、私は、「ロータリーは調和の哲学
である」とも考えています。
　ただ、「調和」というのは、悪く言えば

「妥協」であります．したがって、これは
原理的には明快ではありません。原理的
な明快度から言えば、Benjamin Franklin 
Collins のように、ロータリーの奉仕とは、
自分を否定してひたすら神様のもとに帰
依することである、と物事を一元的に割
り切るほかはありません。
　しかし、原理的に明快であることが果た
して良いことなのかどうか。Paul P.Harris
も 当 初 は Sheldon と 同 じ 立 場 に あ り ま
したが、１９２３年のセントルイス国際
大会の決議２３－３４号の採択に際し
て は、Sheldon の 立 場 を 去 っ て Frank 
L.Mulholland の立場に変わりました。こ
の Mulholland の思想は、理論と実践の調
和を説くものであり、これは、謂わば妥
協の産物であります。
　しかし、私は、理論と実践の調和を説
く Frank L.Mulholland の思想によって、
初めて真のリーダーが育つと思うのであ
ります。例えば、原理的に明快な学者が
大臣になったとしても、それだけで政治
がよくなるものでもありません。このこ
とは、ロータリーにおいても同じであり
まして、ロータリーの理論を身に付けて、
更にそれを実践することにより初めて真
のリーダーが育つのであります。

20.「リーダーシップ」その５　
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　先週末、地区大会が開催されましたので
そのことについて少し話しておきます。
　地区大会というのは、地区における只一
人のＲＩの役員であるガバナーが主催する
年に一度の親睦と奉仕の祭典でありまし
て、ホストクラブが主催者ではありません。
　地区大会は、ＲＩの大会の中では最も規
模の小さい大会でありまして、最も大き
いのが国際大会 International convention、
その次ぎが地域大会 Regional conference、
そして最も小さいのが地区大会 District 
conference なのであります。
　この大会規模の大小は、ＲＩの組織管理
から来ているのでありまして、ＲＩは世界
全体を６つの地域 Region に割り、Region
を更に３４のゾーン Zone に割り、Zone を
更に地区 District に割りました。これは全
て組織管理上の分割であります。そしてそ
れぞれの単位で大会を開いているのであ
ります。尤も、このうち地域 Region とい
う単位は、近年無くなりましたが、地域大
会は開かれているようであります。この地
域大会というのは、国際大会に参加できな
かった人達のために国際大会の開催地より
遠く離れた地域で開催される慣わしであり
まして、第１回の太平洋地域大会はハワイ
のホノルルで開催され、第２回目が昭和３
年に東京で開かれています。
　この時のホストクラブは東京ロータリー
クラブでありました。当時は、未だ日本に
は８クラブしかなかった時代であります。
　米山梅吉さん始め東京クラブの人達が大
会費用を試算してみたところ、当時の金で
約２００万円という大金が必要でありまし
た。しかし、クラブというものは、１年間
の会費収入だけが唯一の財源でありますか
ら、クラブ自体に２００万円の金はありま
せん。どうしたものか、と米山さん達が困っ
ていたときに、後に至って日本の４代目の
ガバナーになる朝吹常吉さんが「私がその
２００万円出しましょう」といって出して

くれたのであります。これによって東京ク
ラブは太平洋地域会議を成功裏に終えるこ
とが出来たのであり、これ偏に朝吹常吉の
男気によるものであったと日本ロータリー
史に記録されているのであります。
　また、地区大会については、米山梅吉ガ
バナーが昭和４年の第１回地区大会をやり
直しさせたことは特筆に値します。時のホス
トクラブは京都ロータリークラブでありま
した。先程話しましたように、地区大会の主
催者は、ガバナーであり、大会の企画、立案、
実施は全てガバナーの専権事項なのであり
ます。したがって、何故やり直しさせたのか、
ということは、推測する他ないのでありま
すが、米山さんの質素な生活態度を考えま
すと、恐らく地区大会に芸者を呼ぶ類のこ
とをやったために、それが米山さんの逆鱗
に触れたのではないかとも謂われています。
　元来、地区大会は、ガバナーによって
色々な味が出てよいのであります。或るガ
バナーは親睦に重点を置く。また、或るガ
バナーは討議に重点を置く、というように
色々あってよいと思うのでありますが、た
だしかし、最近の地区大会は、派手に金を
使いすぎます。これでは世間の誤解を招く
と思うのであります。

　昭和初期の日本の第３回目の地区大会を
時のガバナー米山梅吉さんがやり直させた
ことがあります。地区大会の主催者はホス
トクラブではなくＲＩの役員であるガバ
ナーであることの確認をＲＩから取り付け
てのことでありました。何故、やり直させ
たのか。清廉潔白な米山さんのことだか
ら、恐らく芸者を呼ぶたぐいのことをやっ
たのではないかとも謂われています。真相
は未だに判らないのであります。小堀先生
が当時の京都クラブの古老の人達に聞いて
も、自分のクラブの名誉に関することなの
ではっきり言わなかったそうであります。

21.「地区大会」その１
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　前回は、最近の地区大会は派手に金を使
いすぎる、これでは世間の誤解を招くと申
しました。では、今から２３年前の私のガ
バナー年度の地区大会はどうだったのか。
　先ず、結論を申しますと、質素・倹約そ
して全て手作りを旨として企画・立案・実
施を致しましたので金が余りすぎました。
当時の金で約２５００万円ほど余剰金が出
ました。ホストクラブは、勿論、伊丹クラ
ブでありました。
  ＲＩ会長代理には日本画壇の重鎮相原求
一郎先生をお迎え致しました。先生は、古
き佳き時代のロータリーの思想・理論を身
につけられた真に素晴らしいロータリアン
であられました。もうお亡くなりになりま
したが、奥様とは今も私共夫婦で親しくお
付き合いをさせて頂いております。；
　今、手作りの地区大会と申しましたが、
地区大会の企画・立案・実施の全てに亘っ
て電通などの業者を使わず、伊丹クラブの
会員並びに奥様方が総動員で頑張って下さ
いました。会場は、ホテルを使わずに尼崎
の文化会館を使いましたので、遠隔地から
の大会参加者には宝塚ホテルに留まって頂
きました。
　地区大会実行委員長は、武内利凞会員の
御尊父故武内利平会員、副実行委員長が故
澤良雄会員でありました。或る時、澤会員
が、地区大会の来賓の胸につける花の形の
リボンは、ガバナーとＲＩ会長代理は特に
大きいのをつけてもらいますと言いますの
で、私は、ロータリアンは皆平等・対等な
のだから、リボンを胸につけるような特別
扱いは止めようと提案しました。
　しかし、澤会員は、ガバナーとＲＩ会長

代理は壇上に上がるのだから、リボンを付
けないと格好が付かないと言います。私は、
リボンなど大売り出しの看板みたいなもの
はつけない方が格好がいいと言ったのであ
りますが、彼は中々承知しません。そこ
で、私は、冗談で「その花のリボンが本物
ならつけてもいいよ」と言ったところ、彼
は即座に「そのアイディア買った」と言い
ましたので、結局、本物の蘭を来賓全員の
胸につけてもらうことになってしまったの
であります。将に瓢箪から駒が出たのであ
りますが、そのために大変な目に遇われた
のが加藤拓会員の奥様でありました。何故
かと言いますと、地区大会は二日間であり
ますから、第一日が終わると、リボンは本
物の花でありますから、新しい蘭と付け替
えなければなりません。加藤会員の奥様は、
１００名以上の来賓の花を殆ど徹夜でつけ
換えて下さったのであります。私の迂闊な
冗談から大変な御迷惑を掛けてしまったわ
けで、真に申し訳なく思いました。しかし、
ことほど左様に当時の伊丹クラブの熱気は
凄いものでありました。未だに頭の下がる
思いが致します。
　後日談になりますが、神戸須磨クラブの
林会長の奥様真紀さんが大会４日後の伊丹
クラブの例会にその時の蘭のリボンを「未
だこの花は元気に活きてますよ」と大事に
持ってきて下さったのには感動しました。
　あの地区大会は、クラブ会員のみならず
本当にいい人ばかりが集まって作り上げて
下さったと思います。

22.「地区大会」その２
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　前回は、私のガバナー年度の地区大会は、
伊丹クラブの会員をはじめ沢山の善意に満
ちた善い人達ばかりが集まって作り上げて
下さったと申し上げました。
　地区大会は、年に一度の親睦と奉仕の祭
典であります。地区内のロータリアンが一
堂に会して心を通わせ合い、仲よく奉仕に
耳を傾ける絶好の機会であります。　先ず、
親睦につきましては、従来から、色々と工
夫を凝らした催しものがありますが、奉仕
に耳を傾ける機会である記念講演について
は、昔に比べると、その内容が少し淋しい
ようにも思います。
　私のガバナー年度の記念講演は、"Japan 
as number one" の著者エズラ・ボーゲル
さんに来て頂きました。これは、大会実
行副委員長の澤良雄会員の奥様がエズラ・
ボーゲルさんの日本における代理人とか謂
うことでお願いをしたわけでありますが、
流石に知性に満ちた素晴らしい講演であり
ました。
　その他の年度の地区大会でも印象深い素
晴らしい講演がありました。例えば、或る
年度は、ロータリアン森繁久弥さんは、ロー
タリーの奉仕の在り方について、百足の歩
き方を例にとって面白い話をされました。
　それは、ロータリーの奉仕は、皆が足並
みを揃えて一致団結して団体奉仕をするべ
きだという考え方に対して、ロータリーは
個人奉仕であるから、例えば、百足の歩き
方を見ても沢山の足がそれぞれバラバラに
動くから早く歩けるのであって、百足が沢
山ある足の右と左を揃えて、左右を代わる
がわる前に出してヨイショヨイショと歩い
たのでは，早く歩けない。したがって、ロー

タリーの奉仕も、一人ひとりのロータリア
ンがそれぞれバラバラに自由闊達に自分独
自の奉仕を実践するのがロータリーの本来
の奉仕の在り方である、という真に含蓄の
ある話をされました。私は、当時、このよ
うなロータリーの説き方もあるのかと、目
から鱗が落ちた思いがしたものであります。
　また、或る年度は、京都大学の高坂教授
の印象深いヨーロッパ近代史の話がありま
した。例えば、スペイン、ポルトガルその
他近代のヨーロッパ諸国では５０年を超え
て栄えた国はないが、ただ一つの例外はイ
ギリスであった。イギリスは、グラスゴー
大学のアダム・スミス教授の国富論によっ
て自由貿易主義を採ったために２００年の
永きに亘って繁栄を続けることが出来たと
謂うのであります。
　私は、この話から、ロータリアンは世界
的な広い視野と歴史的な永い視野をもつべ
きことを学ぶことが出来ました。
　このように、地区大会では、親睦にして
も奉仕にしても沢山の人達に出会い、沢山
のことを学ぶことが出来ます。ロータリー
の目的の第１は、心の友を得て、もって奉
仕の契機と為すべきこと、であります。こ
のように、ロータリーは出会いを保障して
います。善き出会いによって人生が変わる
こともあります。したがって、ロータリア
ンは出会いを大切にして頂きたいと思うの
であります。

23.「地区大会」その３　
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　「伝統」というのは、辞書によりますと、
或る民族、社会、集団の中で、思想、風俗、
習慣、様式、制度、技術、しきたりなどの
規範的なものとして、古くから受け継がれ
て来た事柄であり、また、それらを受け伝
えることと謂われています。例えば、歌舞
伎の伝統と謂うが如きものであります。
　では、ロータリーの伝統とは、具体的に
は一体如何なるものか。ロータリーの伝統
についても思想の伝統、習慣の伝統、制度
の伝統など色々な視点が考えられますが、
特に重要なものは、思想の伝統であります。
　そこで、私達がロータリーの伝統という
ものを考える時に心に留めておくべきこと
が二つあります。  
　一つは、時間的には永い目でものを観る
こと、即ち、歴史的な視野を持つこと、　一
つは、空間的には広い目でものを観ること、
即ち、世界的な視野をもつこと、でありま
す。そして、何れの場合にも、目に見える
現象に惑わされることなく、物事の本質を
見抜く躾をもつことが大切であります。目
に見える現象に惑わされるとは、具体的に
はどういうことかと言いますと，例えば、
１９０５年２月２３日、Paul P.Harris がロー
タリークラブを作るために、その第１回目
の会合をシカゴの街の North Dearborn の
Unity Build の７１１号室で開きました。そ
こは、鉱山技師の Gustavas Loehr の事務所
でありましたが、Paul P.Harris は、洋服屋
の Hiram Shorey にその事務所で落ち合う
ことを約束して、自分は石炭商の Sylvester 
Shiele を誘ってその事務所へ行き、４人で
最初の話し合いをしました。
　ところで、Paul P.Harris が Sylvester Shiele

と一緒に Gustavas Loehr の事務所へ行く途
中でマダム・ガリというイタリア料理店に
立ち寄っていますが、ロータリーをよく勉
強している人達の中には、Paul P.Harris が
その料理店で何を食べたか、などというこ
とを好んで議論する人がいます。
　しかし、そのような現象的なことは、ロー
タリーの歴史を勉強するについては重要な
ことではありません。このようなことに目
が行っている間はロータリーの本質は永久
に理解できないのであります。法律的に
は、このような事柄を「判決に影響を及ぼ
さない事実」と謂うのであります。即ち、
１９０５年２月２３日に Paul P.Harris がマ
ダム・ガリで何を食べようとも、兎に角ロー
タリークラブは出来たのでありますから、
その４人の会合で何が話し合われ、何が決
められたかが重要なのであります。何を食
べたかなどそのような重箱の隅を穿るよう
な議論をせずに、もっと大づかみに歴史の
芯を掴んでいなければなりません。そのよ
うな姿勢がないと、ロータリーという制度
の本質も、ロータリー思想の実体も会得す
ることは出来なかろうと思うのであります。
　ロータリーの歴史は、本質史、思想史で
ありますから、思想を論証する原因の大ま
かな事実として、こういうことがあったで
あろう、と謂うことが判ればそれで十分な
のであります。

24.「ロータリーの伝統」その１　
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　前回は、ロータリーの伝統の内では思想
の伝統が特に重要であると申しました。
　では、ロータリー思想の伝統の始まりは
何時か、と申しますと、それは１９１０年、
Paul P.Harris が「ロータリーは親睦と奉
仕の調和の中に宿る」と大悟した時であり
ます。これがロータリー思想の原点であり
ます。
　先ず、Paul P.Harris は、１９０７年か
ら親睦団体であるクラブに奉仕という考え
方を採り入れました。この時の彼の考え方
は、親睦よりも奉仕の方がより高次の概念
であると考えましたので、奉仕が親睦と相
容れない時には、親睦を抑えて奉仕が生き
るべきだという立場を採ったのでありま
す。したがって、当然のことながら、親睦
が崩壊してしまったのであります。
　そこで、Paul P.Harris は、ロータリー
における親睦と奉仕とを上下の関係におい
て捉えたことの誤りに気づきました。『親
睦と奉仕は同じ次元の概念として捉えるべ
きであった。この両者は、ロータリークラ
ブという社会制度において表裏一体の関係
にある。いずれを優先させてもいけない。
したがって、親睦と奉仕の調和の中にロー
タリーが宿る』と悟ったのであります。
　Paul P.Harris は、その心を全米のロー
タリアンに訴えるべく論文を書きました。
これが有名な論文 "Ratioinal Rotarianism"
であります。
　これは、合理的な立場から考えて、ロー
タリーというものは、どのような特徴を
持った思考なのか、ということを解説した
ものであります。
　Paul P.Harris は、１９１０年、全米ロー

タリークラブ連合会の初代会長に選任せら
れた時から稿を起こし、脱稿したのが１１
月でありました。
　ただ、当時は、未だ機関誌というものが
ありませんでしたので、Chesley.R.Perry
が 編 集 委 員 長 に な っ て "The National 
Rotarian" という機関誌を発刊したのであり
ます。これは、やがてロータリーが国際的
に発展するにおよび National がとれて現
在の "The Rotarian" となったのでありま
す。時に、１９１１年１月２６日のことで
ありました。
　ところで、この "Ratioinal Rotarianism"
という論文において Paul P.Harris 曰く

『自分は、ロータリーの創立者として、神
様の思し召しにより、一段と高いところに
登ることを許され、ロータリーとは何かと
問われれば、自分は躊躇することなく、【寛
容】（toleration) と答えるであろう』と謂っ
ています。
　これが Paul P.Harris のロータリー理論、
ロータリー＝寛容論であります。したがっ
て、彼は『ロータリーは、親睦と奉仕の調
和の中に宿る』と自覚したわけであります。
　『ロータリーとは、寛容である。親睦も
大切だが奉仕も大切。奉仕も大切だが親睦
も大切。寛容な心を持つこと。そして自分
の考え方を人に押しつけてはならない。こ
のような思考の中にロータリーはある』こ
の Paul P.Harris の自覚がロータリー思想
の原点であり、思想の伝統の始まりであり
ます。

25.「ロータリーの伝統」その２
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　前回は、Paul P.Harris の「ロータリー寛
容論」の自覚がロータリー思想の原点であ
り、思想の伝統の始まりである、と申しま
した。
　ところで、「ロータリー寛容論」の中核に
あるものは、親睦と奉仕との調和でありま
すが、これを如何にして調和させるのか、と
いうことは、言うに易くして、これを原理
的に理解するのは、かなり難しいものであ
ります。何故かと謂うと、親睦というのは、
ロータリアン相互の間で内部的に心を温め
ることでありますが、奉仕というのは、ロー
タリアンがクラブの外に向けて、ロータリ
アン以外の人達の幸せを考えることであり
ます。したがって、エネルギーの方向が全
く正反対でありますから、親睦と奉仕の調
和ということは、かなり難しい課題であり
ました。
　そこで初期のロータリアン達は、１９０７
年時点においては、何らの先例もなかった
ので、何もないところから考えて行かなけ
ればならなかったのであります。
　したがって、必然的に諸説乱立したので
あり、どの考え方がロータリーの伝統とな
るのかということも必然的に紆余曲折を経
ることになったのであります。
　先ず、１９１１年、Arthur Frederic Sheldon
は、全米ロータリークラブ連合会の大会
に お い て、"He profits most who serves 
best" という標語を発表して、自らが依っ
て立つ実業倫理思想を明らかにしました
が、この同じ大会において B.F.Collins も
"Service,Not self" という標語を発表して、
自らが依って立つ宗教倫理思想の立場を明
らかにしています。

　Paul P.Harris は、この時点ではB.F.Collins
の考え方には批判的であり、したがって、
同じく宗教倫理思想の立場にある１９１２
年の国際ロータリークラブ連合会会長
Glenn C.Meed や１９１５年の同連合会会長
Dr.Allen D.Albert などの考え方には批判的
でありました。そして、Sheldon の考え方
を支持して、Sheldon と行動を共にします
が、やがて、１９１７年、Arch C.Klumph
の国際理解と親善のための基金（後のロー
タリー財団）の設定に際しては、ロータリー
の原理には反するとしながらも、善意で提
唱され善意で実在化するに至ったものは大
事にしようと謂って Arch C.Klumph を支持
しています。これも Paul P.Harris のロータ
リー寛容論の一つの適用場面であり、彼の
考え方の広さを物語るものであります。
　また、１９１１年頃から全米に澎湃と
して起こった身体障害者養護学校設立の
運動については、その運動の頂点に立っ
た Edgar Allen の即物的団体的奉仕の考え
方を条件付で支持し、１９２３年の決議
２３－３４号の採択に際しては、Sheldon
の立場を離れ、理論と実践との調和を説く
１９１４年の国際ロータリークラブ連合会
会長 Frank L.Mulholland の思想に組みして
います。
　このように、Paul P.Harris の思想遍歴は、
かなり紆余曲折がありますが、しかしその
思想の核心は一切ぶれることなく、ロータ
リー寛容論というものによって、今も厳然
としてロータリーの伝統となっているので
あります。

26.「ロータリーの伝統」その３　　
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　前回は、Paul P.Harris の思想遍歴は、か
なり紆余曲折を経ながらも、その思想の核
心は一切ぶれることなく、彼の寛容論とし
て現在に至っていると申しました。　そこ
で今日は、その思想遍歴の簡単な概要を紹
介しておきます。
　先ず、Paul P.Harris は、１９０６年、当初、
親睦だけのクラブに対し、Donald Carter
の忠告を受け入れて世のため人のための考
え方を提唱しました。
　 そ し て、 こ の 考 え 方 が １ ９ ０ ８ 年、
Arthur Frederic Sheldon によってロータ
リーの奉仕概念として完成すると、奉仕を
親睦に優先させようとしました。その結果、
クラブは親睦派と奉仕派に割れて親睦が崩
壊してしまったのであります。これが Paul 
P.Harris にとって第一の試練であり、教訓
でありました。そして、その反省の中から

「ロータリーは親睦と奉仕の調和の中に宿
る」として寛容論を自覚したことによって、
Paul P.Harris のロータリーの伝統が始まる
のであります。
  そこで、この時点では、Paul.Harris は
Sheldon の奉仕理論に組みしていました。
　即ち、世の中の困った人達を助けること
は、悪いことではなく、何処かでしなけれ
ばならないことではあるが、しかし、それ
は少なくともロータリーに本体的な奉仕で
はない。弱者救済は本来、行政の為すべき
ことであって、ロータリーの奉仕は、原則
として個人奉仕であり、精神的且つ非金銭
的でなければならないという考え方であり、
これが当時の伝統的なロータリー理論であ
りました。
  ところが、１９１７年、第１次世界大戦

中に時の国際ロータリークラブ連合会会長
Arch C.Klumph は、国際奉仕を実践するた
めに「国際理解と親善のための基金」（こ
れは後のロータリー財団）の設定を国際大
会に提案しました。これは、それまでの伝
統的理論とは全く相容れない金銭的、団体
奉仕を提唱するものでありましたから、当
時のロータリアンは、誰も金を出しません
でした。これは事実上、議案の否決になり、
Arch C.Klumph 会長が赤恥をかくことにな
ります。
　さればと言って、会長の考え方はロータ
リーの原理に反します。そこで、次の年度
の国際大会のホストであったカンサスシ
ティ・ロータリークラブは、

『我々は、ロータリーの真髄に忠実なるが故
に、このような原理に反する金は出したくな
い。しかし、金を出さないと会長が赤恥をか
く。そこで、やむを得ず我々が人身御供にな
ろう』と言って出した金が僅か２６＄５０セ
ントでありました。
　この時、Paul P.Harris は、『自分は、ロー
タリー運動の生みの親として、善意で提唱
され、善意で実在するに至ったものならば、
例え原理的には間違っていても、その因縁
は大事にしなければならない。正しいとは
言わない。しかし、ロータリー運動史上、
実在するに至った以上は大切にしよう』。こ
れは、ポール・ハリスのロータリー寛容論
の一つの現れであります。自他を峻別して、
あれは原理に反して駄目だといって絶対に
認めないのではなく、大きく自他を包摂し
て育てていくのであります。これは指導者
として大事なところであります。

27.「ロータリーの伝統」その４
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　前回は Paul P.Harris が、Arch C.Klumph
の団体的金銭奉仕の提唱について、善意で
提唱されたものは、たとえそれが原理に反
してもその因縁は大事にしなければならな
いとして支持したと謂いましたが、それは
当然のことながらロータリーの伝統的理論、
殊に Sheldon とは全く相容れない考え方で
ありました。しかし、その時点では Paul 
Harris と Sheldon との間に意見の対立はな
かったと思われます。
　ところが、一方、１９１０年以降、全米
に澎湃として起こっていた身体障害者養護
学校設立の運動について、オハイオ州エリ
リア・ロータリークラブの Edger Allen が
１９１７年、身体障害者養護協会を設立し
て、その初代の理事長に就任し、一躍この
運動の頂点に立ったことが契機となって、
Edgar Allen とロータリーの伝統的理論派
との葛藤が始まり、結局、両者の葛藤を解
決する案件が１９２３年のセントルイスの
国際大会の３４号議案として提案せられた
のであります。
　この大会はロータリー分裂の危機が
あったと謂われる程の大喧嘩となりまし
たが、当時のシカゴクラブの会長 William 
Westberg と ナ ッ シ ュ ビ ル ク ラ ブ の Will 
R.Manier Jr の２人によって共同提案された
代案である３４号議案について、円満に大
会決議を取り付けることに成功したのであ
ります。
　彼らは、この代案によって二つの目的を
達成しました。即ち、
　第１は、ロータリーの原理の世界の葛藤
を悉く国際大会の決議をもって解決したこ
と、これが一つ。第２は、その枠組みの中で、

Edger Allen が提唱しているような団体的
金銭的な社会奉仕を一定の条件の元でロー
タリーの正当な奉仕として組み入れたとい
うこと、これが一つであります。
　ところで、決議３４号は、表面的には、
伝統的理論と Edger Allen との争いであり
ますが、ロータリーの原理形成の面から
分析しますと、伝統的理論と１９１４年
の国際ロータリークラブ連合会会長 Frank 
L.Mulholland との争いであったと謂えるの
であります。それはどういうことかと言い
ますと、伝統的理論は奉仕の心を作るこ
とを重視しましたが、その心を実践する
ことが伴わない傾向がありました。Frank 
L.Mulholland は、身体障害者養護学校設
立の運動に身を投じた経験から決議２３－
３４号第４項において、ロータリーの奉仕
とは、単なる心の状態に尽きるものではな
く、その心が実践されるに至って初めて客
観化される行動の哲学のことを謂うとして、
精神と実践との調和、理論と実践との調和
を説いたのであります。これは当然のこと
ながら Edgar Allen の考え方に加担するも
のであります。Paul P.Harris は、この時は
Sheldon に加担せず Frank L.Mulholland の
考え方に加担したのであります。この結果、
Sheldon の立場と異なる方向に決議がなさ
れたのであります。このことが原因かどう
かは判りませんが、Sheldon は、その７年
後の１９３１年、ロータリーを去りました。
　しかし、Paul P.Harris の寛容論の伝統は、
それ以後も連綿として現在に受け継がれて
いるのであります。

28.「ロータリーの伝統」その５　　
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　先ず、簡単に自己紹介をします。私は、
職業は弁護士であります。兼職として大阪
高等学校という学校法人と伊丹社会事業協
会という社会福祉法人の理事長職を預かっ
ております。これだけのことを申し上げて、
時間がありませんので早速、話に入ってい
きたいと思うのであります。
　さて、毎年のＲＹＬＡの最終日の今日の
講義は、ＲＹＬＡ顧問の今井鎮雄先生がＲ
ＹＬＡの総括として素晴らしい講義をされ
て幕が引かれることになるのであります
が、今年は今井先生が急に体調を崩された
ので、私がピンチヒッターをすることにな
りました。
　実は、このＲＹＬＡでピンチヒッターが
出るのは、ＲＹＬＡ３５年の歴史の中で私
が二人目であります。では、最初は誰かと
いいますと、今から丁度３５年前の第１回
ＲＹＬＡで今井先生がピンチヒッターを務
められました。この時は、関西学院の心理
学教授の田中国夫先生が講義をされる予定
でありましが、田中先生の恩師がＲＹＬＡ
の直前にお亡くなりになったため、急遽、
今井先生がピンチヒッターを務められるこ
とになったのであります。今井先生はその
講義の初めに「羊頭を掲げて狗肉を売る」
ようなことになって誠に申し訳ないと言っ
ておられましたが、狗肉どころではない、
真に素晴らしい話をなさいました。私は、

その講義に強烈なインパクトを受けたわけ
でありまして、その時教わったことをその
後も時々引用させて頂いております。今井
先生の講義は、将に「羊頭を掲げて羊頭を
売る」ものでありました。しかし、私には、
羊頭など掲げることは到底出来ません。そ
こで、私は、「狗肉を掲げて狗肉を売る」
ことになろうかと思います。暫くお付き合
いを願います。

　さて、今回のＲＹＬＡのテーマは、「平和
と命」であります。このテーマを考える時、
私達は、過去から現在にかけて如何に生き
たか、そして、現在から未来へかけて如何
に生きるか、を考えなければなりません。
  先ず、平和については、従来、沢山の人
達が色々な視点から論じてきました。
　平和という言葉から反射的に思い出され
る言葉は戦争であります。文豪ニコラビッ
チ・トルストイにも「戦争と平和」という
有名な著作があります。
　しかし、平和とは戦争のないことだけで
はありません。私達の家庭に夫婦喧嘩のな
いことも平和であり、心の中に葛藤がない
ことも平和であります。強いて謂えば戦争
中でも平和なときがあります。
　そこで、話の焦点を絞ります。そして、
取り敢えずは、戦争というものを中心に世
界的な視野で考えてみたいのであります。

「　平　和　と　命　」
第３５回ＲＹＬＡ総括

25.3.24

深　川　純　一
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　先ず、一つの試験問題を紹介して話に
入っていきたいと思うのであります。昔、
東京帝国大学の民法学の教授穂積重遠先生
が教室の黒板に「へのへのもへじ」流の大
きな顔を描きました。見れば右の眉毛があ
りません。先生の解説によりますと、これ
は或る幼稚園の入園テストだというのであ
ります。
　試験官は、一人ひとりの子供に「この絵
で何が足りませんか」と聞きました。或る
子供は「眉毛がありません」と答えました。
　これは平均点で合格であります。また或
る子供は「右の眉毛がありません」と答え
ました。これは満点であります。
　ところが、一寸変わった子供が居まして

「身体がありません」と答えました。なる程、
顔ばかりで胴や足や手がありません。試験
官は吹き出しました。教室の学生達も吹き
出しました。
　しかし、穂積先生は学生達に、『これは
笑う訳にはいかない。何故かというと、人
間には盲点というものがあって「この絵で
何が足りないか」と言われると、みんな中
を見てしまう。周辺や全体を見ない。この
子供は、賢くも全体を見た。「身体がない」
と言うのは御名答である。君達も社会に出
たら大所高所に立って、全体を考えること
を忘れるな』と言われたのであります。
  流石は民法の大教授であります。学生達
にものを学ぶときの心得を説かれたのであ
ります。「大所高所に立って、全体を考え
ることを忘れるな」これは、とりもなおさ
ず、空間的には広い目で、時間的には永い
目で物事を考えよと謂うことであります。
  そこで、今日は先ず、皆さん達リーダー
にとって大切な二つのことを話します。

　一つは、世界的な視野をもつことであり、
一つは、物事の本質を見抜くことであります。
　では、先ず、世界的な視野をもつには一
体どうすればよいのか。
　それには、先ず、過去を顧みて人間の思
想の歴史に学ぶべきでであります。これが
今日の話の底流に一貫して流れる裏のテー
マであります。

　先ず、東京大学文学部教授の加藤陽子先
生が「それでも日本人は戦争を選んだ」と
いうテーマで素晴らしい本を書いておられ
ますので、その中から今日のテーマに関連
するところを引用させて頂いて話に入って
行きたいと思うのであります。
  ２００１年９月１１日、アメリカで起
こった同時多発テロの衝撃に接した時、
人々は、テロを「曾てなかった戦争 War 
like no other」と呼んで、先ずその新しい
戦争の形態上の特質、詰まり「形」に注目
しました。その新しい形というのは、旅
客機をハイジャックしたテロリスト達が、
アメリカ人にとって象徴的な建物である
ニューヨークのツインタワービルに突入
し、戦争の宣戦布告なしに多くの非戦闘員、
民間人を殺害したというものでした。これ
は、敵とするアメリカ内部に入り込み、普
通の市民が毎日でも利用する飛行機を使い
ながら、生活や勤労の場を奇襲するという
やり方であります。
　ここで大変重要なことは、内部から日常
生活に密着した場での攻撃を受けたアメリ
カにとって、このテロは、相手国が国を挙
げてアメリカに向けて仕掛けて来た戦争と
謂うよりは、国内にいる無法者が、何の罪
もない善意の市民を皆殺しにした事件、し



－32－

たがって、国家権力によって鎮圧されてよ
い対象と見なされます。
　国と国との戦争であれば、それぞれに戦
争にならなければならなかった経緯があ
り、それぞれの国が、戦争に訴えなければ
ならなかった正当性を言い張るのは何時の
時代も同じことでありますが、９．１１の
場合におけるアメリカの感覚は、戦争の相
手を打ち負かすと言う感覚よりは、国内社
会の法律を犯した邪悪な犯罪者を取り締ま
る、というスタンスであったように思われ
ます。そうなると、戦いの相手を当事者と
して認めないような感覚に陥って行くこと
になります。
　実は、このアメリカの話と似たようなこ
とが１９３０年代の日本でも起きていたの
であります。それは一体何か。と言います
と、１９３７年・昭和１２年７月７日、北
京郊外の盧溝橋で起こった日中の軍事衝突
であります。これは瞬くまに全面戦争へと
拡大しましたが、戦争の開始から約半年後
の１９３８年１月１６日、近衛内閣が発し
た声明は、「爾後、国民政府を相手とせず」
という声明でありました。
　戦争の相手国を眼中に入れずにどうする
のだ、と普通なら思いますが、当時の軍人
達や近衛内閣のブレイン達は、そのように
考えなかっただけでなく、戦争に対して
もっと不思議な見方をします。
　例えば、１９３９年の１月には、中国と
戦争をしていた出先の日本軍即ち、中支那
派遣軍の司令部は、「今次事変は戦争に非
ずして報償なり。報償のための軍事行動は
国際慣例の認むるところ」、詰まり、今日
本が行っていることは戦争ではなくて「報
償」なのだから、この軍事行動は国際慣例

でも認められていいるものだと言っている
のであります。
　では、報償とは一体何か。それは、相手
国が条約に違反したなどの悪いことをした
場合、その不法行為を止めさせるため、今
度は自分の方が実力行使をしてもいいです
よ、という考え方であります。中国が日本
との条約を守らなかったから、守らせるた
めに戦闘行為をしている、と言うのが当時
の日本軍の言い分でした。
　しかし、その当時の国際慣例で認められ
ていた「報償」の事例は、もっと軽い意味
のものでした。例えば、相手国が条約を守
らない場合に容認される対抗的な実力行使
とは、相手国の貨物や船舶を抑留して困ら
せるというようなことでありました。した
がって、１９３７年８月から本格化した日
中戦争が報償の概念で認められる範囲の実
力行使であった筈はないのであります。
　以上は軍人達の話でありますが、近衛内
閣のブレイン達の書いた史料の中にも、日
中戦争をとても不思議な表現で呼んでいる
例が出てきます。彼らはこの戦争を「一種
の討匪戦」とみていました。討匪戦という
のは、匪賊即ち、国内で不法行為をする悪
者を征伐すると謂うことであります。
　何れにしても、日中戦争の日本は、これ
は戦争ではないとして、戦いの相手を認め
ない感覚を持っていたのであります。この
意味では、２００１年時点のアメリカと
１９３７年時点の日本とが同じ感覚で戦争
をみている。即ち、相手が悪いことをした
のだから武力行使をするのは当然であり、
しかも、その武力行使を恰も警察が悪者を
取り締まるような感覚で捉えていたことが
解るのであります。
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　このように、時代も背景も異なる二つの戦
争を比べることで、３０年代の日本、そして、
現代のアメリカという、一見、全く異なる筈
の国家に共通する根底にある部分が見えてく
るのであります。歴史の面白さの真髄はこの
ような比較と相対化にあるのであります。こ
れは、戦争というものを一つの切り口とした
近代史の一断面であります。
  そこで、国の指導者即ち、リーダー達が
自国の平和を守るために如何に智慧を絞っ
ているか、という話に移ります。
　ご存じのとおり、日中戦争は、全く偶発
的な戦闘から始まりました。この戦争が何
故拡大したのか。これについては色々な視
点がありますが、先ず中国の外交戦略から
見てみます。
　蒋介石は、軍のトップとして中国国民政
府を統率した人でありましたが、彼は軍事
に関してのみならず外交などの分野では、
外務官僚という専門のキャリアを持った人
だけでなく、優れた才能を持つ人物を抜擢
したことでも知られています。
　例えば、１９３８年に駐米大使となった

「胡適」という人は、北京大学教授で社会
思想の専門家であり、物凄く頭のいい人で、
彼の手紙によって当時の中国側の外交戦略
はかなり明らかにされています。この胡適
は、１９４１年１２月８日、日本が真珠湾
攻撃を行った時にも駐米大使としてワシン
トンにいました。
　実はこの胡適の話は、鹿錫俊という中国に
生まれ一橋大学で博士号をとった大東文化大
学の先生が明らかにしたことであります。
  胡適は、日中戦争の始まる前の１９３５
年、「日本切腹・中国介錯論」という考え
を唱えます。凄いテーマであります。日本

の切腹を中国が介錯するという。介錯とい
うのは、切腹する人の後ろに立って、切腹
の作法通りに腹を切ったその人の首を切り
落とす役割のことであります。
  では、その当時の世界に対する胡適の見
方はどのようなものであったのか。
　先ず、中国は、この時点で、世界の２大
強国となることが明らかになってきたアメ
リカとソビエト連邦、この２国の力を借り
なければ救われないと見なします。日本が
あれだけ中国に対して思うままに振る舞え
るのは、アメリカの海軍増強とソビエトの
第２次５カ年計画が未だ完成していないか
らである。
　海軍、陸軍共に豊かな軍備をもっている
日本の勢いを食い止めることが出来るの
は、アメリカの海軍力とソビエトの陸軍力
しかない。
　このことを日本側はよく自覚しているの
で、この２国の軍備が完成しないうちに日
本は中国に決定的なダメージを与えるため
に戦争を仕掛けてくる筈である。詰まり、
日米戦争や日ソ戦争が始まる前に日本は中
国と戦争を始める筈であるというのであり
ます。
　実際の太平洋戦争は１９４１年１２月始ま
りましたし、日ソ戦争は太平洋戦争の最終盤、
１９４５年８月に始まるわけですが、日中戦
争は１９３７年７月に始まっています。
　胡適の考えは続きます。これまでの中国
人は、アメリカやソビエトが日本と中国の
紛争、例えば、満州事変や華北分離工作な
どに干渉してくれることを望んでいまし
た。しかし、アメリカもソ連も自らが日本
と敵対するのは損なので、土俵の外で中国
が苦しむのを見ているだけだ。それならば、
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アメリカやソ連を日本と中国との紛争に介
入させるにはどうすればよいか。土俵の中
に引き込むにはどうすべきか。
　一つの方法は、国際連盟にもっと強く介
入させるように色々な形で日本の酷さをア
ピールすること、即ち蒋介石が採った方法
を更に進めるという方法でありますが、連
盟は力にはならなかったし、アメリカは連
盟に加盟していませんでした。そこで、胡
適は、「アメリカとソ連をこの問題に巻き
込むには、先ずは中国が日本との戦争を引
き受けて、２，３年間負け続けることだ」
というのであります。　このような考え方
を蒋介石や汪兆銘の前で断言できるのは凄
いことであります。こんなことは、日本の
政治家には絶対に言えないこと、内閣の閣
議や天皇の御前会議では絶対に言えないこ
とであります。ところが、胡適は堂々と言
い切っているのであります。
  実際、１９３５年までの時点では、日本
と中国とは大きな戦闘はして来ませんでし
た。満州事変、上海事変、熱河作戦、これ
らの戦闘はどちらかと言えば早く終わって
います。特に満州事変では、蒋介石は張学
良に対して、日本軍の挑発に乗るなと言っ
て早く兵を退かせています。
　しかし、胡適は、これからの中国は絶対
に逃げては駄目だと言います。厖大な犠牲
を出してでも、中国は戦争を受けて立つべ
きだ、寧ろ中国が先に戦争を起こすくらい
の覚悟をしなければいけない、というので
あります。
　一体、日本の政治家で、このような暗澹
たる覚悟を謂える人がいるでしょうか。選
挙民の機嫌ばかり取って目先のことしか考
えない、そして世界的な視野のない政治

家には想像も出来ないことであります。                              
　では、胡適は、具体的には一体どのよう
なことを謂っているのか。
　先ず、「中国は絶大な犠牲を決心しなけ
ればならない。この絶大な犠牲の限界を考
えるにあたり、次の三つを覚悟しなければ
ならない。
　第１に、中国沿岸の港湾や長江の下流地
域が全て占領される。そのためには、日本
は海軍を大動員しなければならない。これ
が第１。
　第２に、河北、山東、チャハル、綏遠、
山西、河南という諸省は全て陥落し、占領
される。そのためには、日本は陸軍を大動
員しなければならない。
　第３に、長江が封鎖され、財政が崩壊し、
天津、上海も占領される。そのためには、
欧米と直接に衝突しなければいけない。
　我々は、このような困難な状況下におか
れても、一切顧みないで苦戦を堅持してい
れば、２，３年以内に次の結果は期待でき
るであろう。「中略」
　満州に駐在した日本軍が西方や南方に移
動しなければならなくなり、ソ連は、つけ
込む機会が来たと判断する。世界中の人が
中国に同情する。英米及び香港、フィリピ
ンが切迫した脅威を感じ、極東における居
留民の利益を守ろうと、英米は軍艦を派遣
せざるを得なくなる、太平洋の海戦がそれ
によって迫ってくる」
  実に見事な論説であります。これは、加
藤陽子先生が、先ほどの鹿錫俊先生による
訳文から引用されたものでありますが、こ
の思想は実に徹底しています。
　加藤先生は引き続いて説かれます。
　それは、このようなことを蒋介石や汪兆
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銘に対して堂々と述べていた胡適のような
人物が駐米大使となって活躍する。このよ
うな中国の政府内の議論をみて感心するの
は、本当の「政治」がしっかりと行われて
いると謂うことであります。
　日本のように軍の課長級の若手の人達が
考えた作戦計画が、これも若手の各省庁の
課長級の人達との会議で形式が整えられ、
ひょいと閣議にかけられて，そこでは、あ
まり実質的な議論もなく、御前会議でも形
式的な問答で終わる，という日本的な形式
主義ではありません。
　胡適の場合、３年はやられる。しかし、
そうでもしなければ、アメリカとソビエト
は極東に介入してこない、という真に暗い
覚悟を明らかにしています。凄い覚悟であ
ります。窮極の平和を勝ち取るために、厖
大な「命」が失われることを覚悟しています。
　これが１９３５年時点の胡適の予測で
あります。それなのに、その１０年後の
１９４５年までの実際の歴史の流れを正確
に言い当てています。
　そこで、纏めとして、胡適の論の最後の
結論の部分を紹介しておきます。
　「以上のような状況に至って、はじめて
太平洋での世界戦争の実現を促進できる。
したがって、我々は、３，４年の間は、他
国参戦なしの中国単独の苦戦を覚悟しなけ
ればならない。日本の武士は切腹を自殺の
方法とするが、その実行には介錯人が必要
である。今日、日本は全民族切腹の道を歩
いている。このような戦略は「日本切腹、
中国介錯」というこの８文字に纏められよ
う。」
　というのであります。真に凄い切り込み
であります。皆さん如何ですか。

　私は、私達が平和を求める時にも、時に
は肉を切らせて骨を切る、骨を切らせて髄
を切るというほどの強い自覚がなければ、
本当の平和は勝ち取れないのかも知れま
せん。胡適の考え方は平和を求める私達に
とって一つの参考になろうかと思うのであ
ります。

　さて、「平和と命」ということで直ぐに
思い出すのは、あの第二次世界大戦で心な
らずも散っていった沢山の若者達の「命」
のことであります。
  今から約５，６年前のこと、“十二月八日
八月十五日”という俳句がテレビで放映さ
れていました。成る程、五、七、五の十七音、
俳句の形にはなっています。しかし、この
句、季語は一体何か、ということになると、
十二月は冬の季語であり、八月は秋の季語
であります。したがって、この句は冬の句
なのか、秋の句なのかが問題になりました
が、この句は、十二月九日に発表されてい
ますので、恐らく作者は、戦争が始まった
十二月八日を念頭において作ったものと思
われます。
　何はともあれ、「十二月八日八月十五日」
というこの俳句の良し悪しは兎も角とし
て、私達の世代にとってこの二つの日が
忘れられないのは、太平洋戦争の始まった
１２月８日とその戦争がおわった８月１５
日のことだからであります。将に、１２月
８日に戦争が始まって、８月１５日に平和
が始まったのであります。
　１２月８日の朝のことは今でも鮮明に覚
えています。当時、私は小学校６年生でし
た。ラジオで大本営発表を聞きました。親
父は、『えらいことになった』と言ってい
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ました。私は、それから学校に行きました。
　その日の内に赫々たる戦果が発表されま
した。然し、その後、戦況は次第に悪くな
り、遂に５年後の８月１５日の終戦を迎え
ることになったわけであります。
　当時、私は、中学４年生であり、勤労動
員で住友電工へ行っていましたが、その日
は工場が休みだったのかどうかよく覚えて
いませんが、自宅に居てラジオで終戦の詔
勅を聞きました。その時の率直な感想は、
虚脱感と共にもう戦争で死ぬことはなく
なった、ということでありました。当時、
未だ１６歳でありましたから、この戦争で
沢山の人が亡くなったという意識は全くあ
りませんでした。それは、情報管制のため
そのような情報は全く聞かされていなかっ
たからであります。
　ところで、８月１５日のことで私が心を
打たれた話を一つ紹介しておきます。それ
は私の親友のことであります。今でも時々
会って旧交を温めています。
　今、仙台にいる彼は私より４歳年上であ
りますが、終戦当時、江田島の海軍兵学校
に在学中でありましたが、戦後６８年経っ
た今でも毎年、８月１５日には、必ず日本
の何処かに行って、戦争で命を失った人の
冥福を祈っています。私達は、この心を忘
れてはならないと思うのであります。
　彼は、戦争が終わってすぐ、江田島の
海軍兵学校から故郷の仙台へ帰る途中で
見た情景は凄惨そのものであったと言いま
す。原爆で焼き尽くされた焼け野原の広
島、累々たる屍骸、紛々たる死臭、もの音
一つしない静まりかえった焼け野原に月の
光が煌々と照らしているという将に死の町
であったと言ってました。

　恐らくこの時の衝撃的な体験が、彼をし
て８月１５日に若くして死んでいった人達
の冥福を祈らしめたのであろうと思います。
　ところで、私は、５、６年前の１２月８日、
今日は太平洋戦争の始まった日だからと一
冊の本を買いました。それは百田尚樹著「永
遠のゼロ」という本であります。「平和と命」
という問題を考えるとき、若い皆さん達に
は是非読んで頂きたい本であります。
　それは一人の海軍のパイロットの物語で
あります。この人は、昭和１１年に始まっ
た日中戦争の時から、当時、世界最高の性
能を誇った三菱零式艦上戦闘機、所謂「ゼ
ロ戦」のパイロットとして抜群の技術を持
ち、海軍の至宝と言われた人でありました。
　しかし、この人は、愛する奥さんのため
に絶対に死にたくない、と言い続けながら、
遂に終戦の直前に特攻隊として死んで行っ
たという真に悲しい物語であります。
　この物語は日中戦争の始めから太平洋戦
争の終わりまで、ゼロ戦の活躍を中心にこ
の戦争の悲惨さを紹介しています。そこで、
今日は、この本の中の「命」に関するとこ
ろを拾い読みしながら紹介してみたいと思
います。

　さて、第２次世界大戦、日本がアメリカ
と戦争をしたとき、日本の若者達は、特別
攻撃隊（特攻隊）として、特攻機に乗り、
或いは人間魚雷に乗って、アメリカの軍艦
に体当たりして死んで行きました。
　或る人は、これは今、イスラムで起こっ
ている自爆テロと同じであると言います。
　果たしてそうでしょうか。私は違うと思
います。日本の特攻隊とイスラムの自爆テ
ロとは根本的に違うところがあります。
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　特攻隊で死んで行った当時の青年将校達
は、未だ２４～５才の若さでありました。
下士官達は、２０才にもなっていない子供

（未成年）でした。
　しかも、彼らは、皆、自ら志願して天皇
陛下のために喜んで死んで行ったという人
が居ます。果たしてそうでしょうか。これ
は、特攻で死んでいった人達の遺書を見て
このように言っているようでありますが、
これは余りにも遺書を書いた人の心を読み
取れない哀れな人だと思うのであります。
　人間は、誰でも命が惜しい、『生きたい』
という本能的欲求を持っています。にも拘
わらず、軍の命令で死ななければならない
ということについて、どのように自分を納
得させたのでしょうか。
　恐らく、自分が死ぬことによって、父母
や姉妹達が生き延びて幸せになると信じ
て、自分を納得させていた人達も多かった
でしょう。そのようにして死ぬことが国の
ために生きる只一つの道だと納得させたの
かも知れません。
  若者達は、戦争に勝つために、国のため
に、家族の幸せのために、と思って、自分
の命を国に捧げていったのだと思います。
  当時、私は、未だ１４～５才でしたが本
能的に死ぬのは嫌だなと思いながらも、い
ずれ２０才になれば、戦争に行って死なな
ければならぬとは思っていました。そのよ
うに教育されていましたので、そのことを
信じて疑いませんでした。戦争は嫌だ、平
和が欲しいなどと夢にも思ったことはあり
ませんでした。
　事実、私の同級生の中には、中学から志
願して予科練（海軍飛行予科練習生）や海
軍兵学校（海兵）、陸軍士官学校（陸士）

へ行った者もいました。
　広島県の呉市の近くに江田島という島が
あります。昔、海軍兵学校があったところ
であります。そこは海軍のエリートを養成
するところでありました。昔の中学４年生
から、或いは中学５年を卒業して３年間の
教育を受けて、海軍士官（海軍少尉）に任
官するのでありますが、当時未だ、２０才
にもならない若者達であります。
　この海軍兵学校、今は、海上自衛隊の幹
部候補生の養成学校になっていますが、そ
の「教育資料館」に行くと、若き彼らが、
自分の命を捨てて「死ぬ」ということにつ
いて、どのように自らを納得させて死んで
いったかが、沢山の遺書に書き記されてい
ます。
  彼らは、特攻の命令を受け、死に直面し
て、皆、両親のこと、妹や弟のこと、特に、
お母さんのことを綿々と書き残していま
す。私は涙を禁じ得ませんでした。
　実は、特攻隊員の遺書を見て、それが特
攻隊員の本心だと受け取ることはできない
と思います。当時の手紙の多くは、上官の
検閲がありました。時には、日記や遺書さ
えも検閲されていました。戦争や軍部に批
判的な文章は許されなかったのであります。
　また、軍人にあるまじき弱々しいことを
書くことも許されなかったのであります。
　特攻隊員達は、そんな厳しい制約の中で、
文章の行間に思いを込めて書いたのであり
ます。それは、読む者が読めば読み取れる
ものであって、一死報国だとか忠君愛国と
かいう言葉に騙されてはならないのであり
ます。喜んで死ぬと書いてあるからといっ
て本当に喜んで死んだと思ってはなりませ
ん。遺書を書いた人の本当の心を読み取ら
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なければ読んだことにはならないのであり
ます。
　もし、特攻隊員が遺族に書く手紙に『死
にたくない。悲しい。辛い』などと書いたら、
それを読んだ両親がどれほど悲しむか判り
ません。大事に育てた息子が、そんな苦し
い思いをして死んでいったのか、と知った
時の悲しみは、如何ばかりか計り知れない
ものがあります。
　特攻隊員が死に臨んで、せめて両親には、
澄み切った心で死んでいった息子の姿を見
せたいという思いを読み取らなければなり
ません。
　死にたくない、という本音が書かれてい
なくても、愛する家族にはその気持は判り
ます。何故なら、多くの遺書には、愛する
者に対する限りない思いが綴られている
からです。死んでいく者でなければ、あれ
ほど愛の籠もった手紙は書けないと思いま
す。死んでいく者が、乱れる心を抑えに抑
え、残された僅かな時間に、家族に向けて
書いた文章の本当の心の内を読み取らなけ
ればならないと思うのであります。
　遺書に書かれた文章をそのまま受け取っ
て、出撃の日に、天皇陛下にこの身を捧げ
る慶びが書いてあったとしても、それを
もって、特攻隊員は心情的には殉死的な自
爆テロのテロリストと判断するのはとんで
もない間違いであります。
　２００１年９月１１日の所謂９．１１事
件をはじめ、イスラムの自爆テロは、一般
市民を殺戮の対象にしています。無辜の民
の命を狙ったものなのであります。ニュー
ヨークの飛行機テロも同じであります。
  特攻隊員が狙ったのは、無辜の民が生活
するビルではなく、爆撃機や戦闘機を積ん

だ航空母艦でありました。アメリカの航空
母艦は、日本の国土を空襲して、一般市民
を無差別に爆撃して沢山の命を奪ったので
あります。したがって、アメリカの航空母
艦は、日本にとっては恐ろしい殺戮兵器で
ありました。特攻隊員が攻撃したのは、そ
のような最強の殺戮兵器でありました。
　しかも、特攻隊員達は、性能の劣る航空
機に重い爆弾を積んで、少ない護衛戦闘機
しか付けて貰えずに出撃したのでありま
す。何倍もの敵戦闘機に攻撃され、やっと、
それをくぐり抜けた後は凄まじい対空砲火
を浴びたのであります。したがって、無防
備のツインタワービルに突っ込んだ連中と
は断じて同じではない、のであります。

　さて、この百田尚樹さんの著書「永遠の
ゼロ」には、九死に一生を得て生き残った
元特攻隊員の話があります。
　『特攻隊員の中には、隊員に選ばれて、
取り乱すような男は一人も居なかった。勿
論、出撃に際して泣きわめくような男も居
なかった。彼らの多くは、出撃前には笑顔
さえ浮かべる者もいた。これは痩せ我慢な
どではない。既に心が澄み切っていた』と
いうのであります。
　死刑を宣告された犯罪者の多くが、死刑
執行当日には、恐怖で泣き叫ぶと聞いたこ
とがあります。自ら立って歩くことも出来
ず、刑吏達に抱きかかえられるように刑
場へ連れて行かれる者もいるそうでありま
す。自分の非道な行いの報いでそうなるに
も拘わらず、哀れにもそれを受け入れるこ
とが出来ないのであります。
　したがって、死刑廃止論者の中には、そ
の心理的な恐怖感は、あまりに残酷だとい
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う者も居ます。おそらくそうであろうと思
います。「お前を殺す」と宣告されて、そ
の日が何時来るか、何時来るかという恐怖
の中で生き続けるということは、想像を絶
する恐ろしさだと思います。
　朝、独房のドアが開いて、刑吏が迎えに
来たときが死ぬときであります。来なけれ
ば一日命が延びるが、それは恐怖が引き延
ばされるだけであります。いずれ来るその
日まで続く責め苦は、まさに地獄の苦しみ
であろうと思います。
　しかし、特攻要員達は特攻隊員に選ばれ
た瞬間から同じ状況にあります。朝、空港
の指揮所の黒板の搭乗員割に自分の名前が
ある時が死ぬ時であります。名前がなけれ
ば、命が一日延びる。その日は何時くるか
判らない。名前が書かれた日、人生は終わ
る。愛する人にも会えないし、やりたかっ
たことはもう二度と出来ない。未来は数時
間で打ち切られる。それがどんなに恐ろし
いことだったか、私達が如何に想像しよう
としても、それを遙かに超える恐ろしいも
のであったに違いないのであります。
　しかし、彼らは従容としてそれを受け入
れたのであります。彼らがそこに至るまで
にどれ程の心の葛藤があったのか。それさ
え想像できない人間には、特攻隊員の心情
を語る資格はないと思います。
　勿論、特攻要員達も死ぬ気ではいました。
　特攻隊員に指名されれば、潔く散る覚悟
は出来ていました。しかし、現実にその境
遇に置かれた者と、そうでない者との差は
計り知れないほど大きいのであります。
　特攻要員や特攻隊員の中には、天皇陛下
のために命を捧げたいと思っていた者など
一人も居なかった筈であります。

　戦後、文化人やインテリの多くが、戦前
の日本人の多くが天皇を神様だと信じてい
たと書きました。馬鹿げた話であります。
　そんな人間は誰もいない。軍部の実権を
握っていた青年将校達でさえ、そんなこと
は信じていなかったと思います。

　或る生き残りの特攻隊員の話では、
　『戦争がおわりに近づいた昭和１９年秋
のフィリピンのレイテにおける戦いから特
攻隊による攻撃が実施されましたが、初め
て特攻隊のニュースを聞いた時は、それほ
どの衝撃はなかったと思います。
　恐らくその頃は、人間の死に対して鈍感
になっていたのでしょう。もうその当時は、
新聞でも「玉砕」という文字は珍しくあり
ませんでした。玉砕は「全滅」を意味しま
す。一つの部隊が全員死ぬことですが、日
本軍は、全滅という言葉を「玉砕」という
美しい言葉に置き換えて、悲惨さを覆い隠
そうとしたのです。
  当時、日本軍は、そのような言葉の置き
換えをあらゆるものにしていました。例え
ば、都会から田舎に避難することを「疎開」
と言い、退却を「転進」と言いました。し
かし、「玉砕」は、最も酷い例だと思いま
す。そこには、死を美しいものに喩えよう
とする意図があります。やがて、新聞紙上
に「一億玉砕」という言葉も踊るようにな
ります。
　連日、新聞などで多くの死を見ていると、
命がドンドン軽いものに思われてきます。
　毎日、戦場で何千人という人が亡くなっ
て居る中で、１０人ほどの特攻隊が出たと
ころでそれほどの衝撃はありませんでした。
　然し、いざ自分がその身になってみると、
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事態は全く違ったものになります。人間と
いうものはつくづく自分勝手なものだと思
います。
　私は、父母のことを考えました。私のこ
とを何よりも可愛がってくれた両親のこと
を。そして１０歳違いの妹のことを。
　私が死ねば、両親は耐えることは出来て
も、妹は泣きじゃくるだろうと思いました。
　妹は私のことを誰よりも愛していました。
　「お兄様が一番好き。お父様よりもお母
様よりも、お兄様が好き」というのが妹の
口癖でした。
　実は、私の妹は、少し知能に障害があっ
たのです。そうした子供の多くがそうで
あったように、非常に純真で、人を疑うこ
とのない子でした。謂わば神様に近い心を
持っていました。それだけに不憫で、いじ
らしくもあったのです。
　父母は耐えてくれるだろう。そして、私
の親不孝を許してくれるだろう。祖国を守
るために死んでいったことを誇りに思って
くれるだろう。
　然し、妹には申し訳ない思いで一杯でし
た。また、父母が年老いて亡くなった時、
妹を助けてやれる人がいなくなる。それが
心残りでもありました。
　私が特攻隊の志願書を前に、どのように
心を決めて決断したのかは、何も覚えてい
ません。心の深いところで、はっきりとし
た覚悟を持って道を選んだのかどうか、さ
え、今となっては思い出せません。
　私は、明け方近くになって「志願します」
と書きました。全員が志願すると書く筈だ
という意識が書かせたように思います。私
一人が卑怯者になりたくなかったのです。
　しかし、後に、何人かは「志願しない」

と書いたらしいと聞きました。私達を意気
地なしと思いますか。しかし、これは現在
の自由な空気に育った人には到底理解出来
ないでしょう。いや、現代でも、果たして
会社の中で、自分の首をかけて上司や上役
に堂々とノーと言える人達がどれほどいる
でしょうか。私達の状況は、それよりも遙
かに厳しいものでした。
　しかし、今は、「志願しない」と書いた
男達は本当に立派だったと思います。自分
の生死を自分一人の意思で決めた男こそ、
本当の男だったと思います。
  しかし、そういう私達自身、決して喜ん
で死を受け入れたわけではありません。し
かし、あの時代は、それ以外に選択の余地
はありませんでした。軍部は、特攻を志願
しないものを決して許さなかったのです。
　あの頃の軍部は、兵隊の命など何とも
思っていなかったのです。戦争の末期、特
攻で散った若者は４，４００人でしたが、
沖縄戦での戦艦「大和」の海上特攻では、
一度の出撃で同じくらいの人達が命を落と
しています。
　「大和」の出撃は、絶望的なものでした。
　沖縄の海岸に乗り上げて、陸上砲台とし
て、上陸したアメリカ軍を砲撃するという
荒唐無稽な作戦のために出撃させられたの
です。航空機の護衛もなく、一隻の戦艦と
数隻の駆逐艦が沖縄に辿り着けるなど万が
一にもあり得ないことであります。
　つまり「大和」もまた特攻だったのです。
　そして、この特攻は、「大和」の乗組員３，
３００人とその他の小型艦艇の乗組員を道
連れにするものだったのです。
　そして、実際に、「大和」の乗組員は、３，
０００人以上が艦と運命を共にしました。
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　この作戦を立てた参謀達は、人間の命な
ど屁とも思わなかったのでしょう。
　３，３００人の乗組員達のそれぞれ一
人々々に家族が居て、父母や妻、子供や兄
弟が居る人間の姿が想像できなかったので
しょうか。
　負けることが判っている戦いに、それで
も手をこまねいているわけにもいかず、そ
れなら特攻で意地を見せるという軍部のメ
ンツのために戦艦「大和」と数隻の軽巡洋
艦、駆逐艦、それに数千人の将兵が使われ
たのであります。
　連合艦隊の誇りともいうべき「大和」で
さえ特攻で捨ててしまう、そのような作戦
をする軍令部総長や連合艦隊幕僚が、特攻
隊の若者の命を使い捨てることに躊躇する
はずはありません。うまく行けば、一機の
飛行機と、それに乗った一人の人間とで軍
艦を一隻沈めることが出来るかも知れませ
ん。その一発の命中のために、数十機が無
駄になり、数十人の若者の命が無駄になっ
ても仕方がないと思っていたのでしょう。
恐ろしい話であります。

　さて当時、海軍が開発した最も非人間的
な兵器は人間魚雷の「回天」と人間が操縦
するロケット爆弾の「桜花」でした。
　「回天」について謂えば、現代の魚雷は
コンピューターがついていて、敵艦が逃げ
ても正確にそれを追いかけて命中するよう
に出来ていますが、「回天」は、そのコン
ピューターの役目を人間にさせたものであ
ります。こんなことは、世界中の何処の国
の軍隊も思いつかなかったことです。
　ただ、海軍には、「回天」による「特攻」
の下地は、既に開戦劈頭からあったと謂う

べきでありますが、これについては時間の
関係で割愛します。
　また、「桜花」について謂えば、これは
飛行機ではなく、爆弾そのものであります。
　自分の力で飛び立つことも出来ない、ま
た着陸することも出来ない、旋回すること
も出来ない、ただまっすぐに滑空すること
しかできないのであります。陸上攻撃機に
吊り下げられ、上空から敵艦に向かって飛
んで行くだけのロケットであります。その
ロケットに特攻隊員が乗るのであります。
よくもまあ、これほど非人間的な兵器が作
られたものだと思います。
　ここでの訓練は急降下だけでした。高空
から落下して目標物にまっすぐにぶつか
る、だだそれだけです。そして命はなくな
るのです。そのために、零戦を使って急降
下訓練をしました。
　しかも、「桜花」に乗っての訓練は、たっ
たの一度だけです。「桜花」には着陸用の
車輪がないために、機体にソリを着け、高
空から凄まじい速度で落下し、地上付近で
水平飛行し、滑走路に着陸するのです。
　これに成功した者は、「Ａ」とランク付
けされ、「桜花」の搭乗員として登録され
ます。そして、成功した者から次々に九州
へ送られたのです。
　もし、着地訓練に失敗したら、そこで死
にます。多くの者が着地に失敗して命を落
としました。水平飛行が出来ず地面に激突
する機体、滑走路を大幅に越えて土手に激
突する機体、ソリが壊れて滑走路との摩擦
で燃え上がる機体、ロケットの噴出装置の
故障で墜落する機体。本当に、あの訓練は、
恐ろしさを通り越したものでした。
　私もやりました。あの恐怖は忘れられま
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せん。母機から桜花に移るときには、足が
すくみました。陸上攻撃機の床が開き物凄
い風圧で飛ばされそうになる中を、吊り下
げられてある桜花の操縦席に飛び移るので
あります。勿論、命綱などありません。も
し、この時、何らかの手違いか、故障で桜
花が落下すれば命はありません。
　しかし、この恐怖さえ、落下するときの
恐ろしさに比べたら、何ほどのものでもあ
りません。母機から切り離された途端、桜
花は、物凄い勢いで３００メートル位落下
していきます。そのマイナスＧ（重力加速
度の単位）は、強烈で、頭に体中の血がの
ぼり、破裂しそうな感じになります。そし
て、口から内蔵が飛び出しそうな感じにな
ります。気を失いそうになるのを必死にこ
らえ、渾身の力を込めて操縦桿を引き、機
体を立て直して飛行場の目標に向かって滑
空します。そして、地面ギリギリで更に引
き起こし、今度は水平飛行に移ります。こ
れまた想像を絶するほどのＧで、目の前が
真っ暗になりました。危うく失神するとこ
ろでした。
　桜花が着地したときの衝撃は凄まじいも
のがありました。身体ごと地面にたたきつ
けられた感じでした。
　私は８０年生きていますが、後にも先に
も、あれほどの恐ろしい体験をしたことは
ありません。しかし、実際に、特攻で敵艦
に突入した人は、もっと恐ろしい恐怖を味
わったに違いありません。
　特攻は十死零生の作戦です。アメリカの
Ｂ１７爆撃機の搭乗員達も多くの戦死者を
出しましたが、彼らには生きて帰れる可能
性がありました。だからこそ勇敢に戦えた
のです。必ず死ぬ作戦は作戦ではありませ

ん』と。

　以上を要するに、将に当時の日本の軍部
は、人間の命を奪うことに何の呵責も感じ
なかったのだと思います。如何に人の命が
軽々しく捨てられたか。そういう非人間的
な人間の集団が日本の軍部を支配していた
のであります。
　このような中で、特攻隊として自分の命を
捨てていった若者達、その中には、未成年者
も沢山居ました。妻子のある若き学徒兵も居
ました。彼らが自分の死と直面して、どのよ
うに気持を整理して、どのような思いで散っ
て行ったのか、私には想像することも出来な
いほど胸の詰まる思いであります。
　この話は、私達が絶対に忘れてはならな
いもの、日本の現代史に深く刻み込まねば
ならない話であります。
　ところで、日本は、太平洋戦争で沢山の
戦死者を出しましたが、悲しいことに日本
という国は戦死者の死に場所を教えられな
い国でありました。
　日本人はドイツ人に比べて、第２次世界
大戦に対する反省が少ない、とはよく言わ
れることであります。真珠湾攻撃などの奇
襲によって、日曜日の朝、未だベッドにい
た若者を３０００人規模で殺したことにな
るのでありますから、これ一つとっても大
変な加害者であることは明らかであります。
　また、日中戦争、太平洋戦争における中
国の犠牲者は、中国が作成した統計では、
軍人の死傷者約３３０万人、民間人の死傷
者が約８００万人としています。大変な数
の尊い命が失われたわけであります。一昨
日の大江浩先生の講義で、ＹＭＣＡが国際
協力をするのは中国に対する贖罪である、



－43－

と今井先生が謂われたという話がありまし
たが、これは重く受け止めるべき言葉であ
ります。
　更に、台湾、朝鮮、南洋諸島など日本の
植民地や委任統治領になった地域の人達の
苦労も決して忘れてはならないものであり
ます。１９３８年に制定された国家総動員
法に基づいて１９３９年に作られた国民徴
用令、これは、戦争に当たって必要とされ
る産業に国家の命令で人員を配置できると
した勅令ですが、この徴用令によって植民
地からも日本国内の炭坑、飛行場建設など
に沢山の労働者が動員されました。朝鮮を
例に取れば、４４年までに、朝鮮の人口の
１６％が朝鮮半島の外へと動員されていた
計算になるといいます。
　ところが、日本の場合、太平洋戦争が受
け身の形、詰まり被害者の形で語られるこ
とが多いのであります。それは一体何故
か。そういう言い方を国民が選択してきた
のは、それなりの理由があります。即ち、
　４４年から敗戦までの僅か１年半の間に
９０％の戦死者を出し、その９０％の戦死
者は遠い戦場で亡くなったわけですが、日
本という国は、こうして死んでいった兵士
の家族に、彼が何時何処で死んだのかを教
えることが出来なかった国でありました。
　この感覚は、現代に生きる私達からすれ
ば、ほとんど理解し難い慰霊についての考
え方であります。
　日本古来の慰霊の考え方というのは、若
い男性が未婚のまま子孫を残すことなく故
郷から離れて異境で人知れず非業の死を遂
げると、このような魂は祟る、と考えられ
ていたのであります。詰まり、戦争などで
外国で戦死した若者の魂は、死んだ場所、

死んだ時を明らかにして葬ってあげなけれ
ばならない、このような人の霊魂、慰霊の
問題を私達は忘れてはならないと思うので
あります。
　さて、話の視点を変えましょう。　
最近、毎年１２月になると、「今年の漢字」
というのが発表されます。何年か前、京都
の清水寺の管長さんが大きな筆で書いた漢
字は、「命」でありました。
　当時、マスコミは、今年の漢字がこの「命」
という字に決まった理由について、親殺し、
子殺しの事件や「いじめ」で自殺した事件
のこと等を説明していました。今も相変わ
らず、親が子を殺す事件、子が親を殺す事
件が増えています。このようなことは、昔
は殆どなかったと思います。
　もっとも、昔も、子が親を殺す事件はあっ
たと思います。これは、「尊属殺人罪」と
してもっとも重い極刑であります。「尊属
殺」という刑罰があったと言うことは、そ
れに該当する事実、即ち、子が親を殺すと
いう事実があった証拠であります。これは、
子は親に孝行しなければならない、親は何
よりも大事なもの、親の恩は山よりも高く
海よりも深いという儒教の思想によるもの
だと思われます。もっとも、戦後、この「尊
属殺人罪」は憲法第１４条の「法の下の平
等」に反するという理由で廃止されたこと
はご承知の通りであります。
　然し、親が子を殺す事件は、昔はありま
せんでした。そのようなことはあり得ない
と考えられていました。したがって、もし
親が子を殺しても、それは一般殺人罪で
あって「尊属殺人罪」のような特別の刑罰
はなかったのであります。
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　何年か前、教育基本法という法律が成立
しました。この教育基本法の根底に流れる
思想は一体何か。更に、教育の根底にある
ものは一体何か。と言いますと、それは、

「愛」であります。昨日のフォーラムでも
「愛」の話が出ていました。
　では、愛とは一体何か、と言うと、それ
に答えることは出来ないのであります。何
故なら、愛は教育の終着点、詰まり、人間
の心の窮極にあるものだからであります。
　命ある限り、人間が持っているものは、
愛であり、倫理であります。命の大きな働
きが心の働きでもあり、それが倫理であり、
愛であります。したがって、愛は、人間に
根源的なものなのであります。
　そして、愛の発現形態が倫理であり、こ
れが文章化されたものが教育基本法という
法律であります。
　ところで、一般に、愛は、他者への愛が
考えられて居ますが、私は、愛は本質的に
は「自己愛」であると思います。既に皆さ
んご存じの物語だと思いますが、昔、イン
ドに相思相愛の王様が居ました。ある時、
王様が最愛の奥様に、「よく考えてみると、
私は、最愛のお前より、私自身の方が一番
愛しいように思う」と言いました。すると
奥様も、「実は、私も、貴方より私自身の
方が一番愛しいと思います」と言いました。
　そこで、王様は、「皆が自分自身が一番
可愛いと思ったら、この世の中は成り立た
ないね。お釈迦様に聞いてみよう」と言っ
て、お二人はお釈迦様のところへ行きまし
た。お釈迦様はお二人の話をお聞きになっ
て、「人間は誰でも皆自分自身が一番可愛
いのです。それでよいのです。ただ、自分
自身が一番可愛いように、相手も自分自身

が一番可愛いと思っていることを忘れない
ように」とお諭しになりました。
　ここから、相手に対する思いやりの心が芽
生えるのであります。自分以外の人に対する
愛が始まるのであります。そして、世の中の
人達が皆このような心を持って初めてこの世
の中がうまく成り立つのであります。
　即ち、自分自身を愛することが出来て、
初めて人を愛することが出来るのであり、
世の中のことを考えることが出来るのであ
ります。このようにして、初めて「人は育
つ」のであろうかと思います。自分自身を
愛することが出来ない人は、他人を愛する
ことも出来ません。そして、人から愛され
たことのない人は、人を愛することも出来
ないのであります。
　最近、時として自分の子を殺す母親が居
ます。この母親は、可哀想に、恐らく生ま
れ落ちてからこのかた一度も自分の親から
愛されたことがなかったのだと思います。
　したがって、自分の子を愛することも出
来なかったのであります。
　また、子供が親を殺す事件も増えていま
す。親から愛されない子は、人を愛するこ
とが出来ません。したがって、少年犯罪が
激増しているのであります。子供は、少な
くとも幼児期は、抱きしめるようにして愛
してやるべきであります。そうでなければ

「人は育たない」と思います。
　このように致しまして、結論を申し上げ
ますと、愛は「自己愛」が出発点であると
思います。自分を愛することができないた
めに戦時中の「特攻」などという非人間的
なことを考え出すのであります。

　歌人吉野秀雄に、死の床にある妻とその
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子を詠んだ歌があります。

「をさな子の服のほころびを汝は縫へり
　　　　　　幾日か後に死ぬとふものを」

「をさな児の兄は弟を励まして
　　　　　　　臨終の母の脛さすりつつ」

　親は子に心を残しつつ死んで逝く。子は
つらくとも親の死を受け入れる。私は吉野
秀雄の歌を想い出しながら、親と子はせめ
てそうであって欲しいと思うのであります。
　昨年でありましたか、この歌を思い起こ
す事件が一週間の間に二つありました。
　一つは、一歳の子を虐待で死なせたとい
う両親についての裁判員裁判であります。
大阪地裁の判決は、求刑の懲役１０年を遙
かに超える懲役１５年でありました。マス
コミは、判決の量刑は求刑の８掛けが相場
だと久しく謂われてきたが、その物言いに
はどこか裁判官と検察官、弁護士のなれ合
いの臭いがしたと謂いますが、そうではあ
りません。これは、元来、刑事訴訟の形態
が制度として、原告である検察官の刑罰の
請求に対して裁判所がこれに応えるという
形を採っているため、請求の範囲内で量刑
がなされるに過ぎないのでありまして、現
に請求通りの判決も沢山あります。更に原
理的には請求を上回っても何ら差し支えな
いのであります。この判決は、請求の１．
５倍でありますが、恐らく、親よりほかに
頼るものがないのが子であり、親に縋り付
かなければ生きていけないのが子でありま
す。その子に対する親の責任を重くみたの
であろうと思います。裁判員の心情がよく
伝わって来る判決でありました。
　もう一つは、無理心中を図ったと見られ

る鹿児島の母親が１０歳から４歳までの３
人の子を殺した容疑で逮捕された事件であ
ります。無理心中の事情は判りません。ど
うすれば防げたのかということも解りませ
んが、ただ、子の命は親だけのものではな
い、とは言い切れるのであります。
　吉野秀雄の歌をもう一度反芻して下さ
い。親は子に心を残しつつ死んで逝く。子
はつらくとも親の死を受け入れる。親と子
はせめてそうであって欲しいと思うのであ
ります。

　さて、ここで、「命」ということについて、
少し頭の整理をしておきたいのでありま
す。というのは、私達は、今、豊かになって、
自由で、便利になり、世界中で最も恵まれ
た生活をしています。したがって、生きて
いることが当たり前だと思っています。否、
日常の生活では、生きていることの意識さ
えありません。
　しかし、今、ここに居るこの瞬間にも、
如何に生きるか、を必死に考えている人達
もいます。そして、生きたいと思いながら
も、食べるものがなくて、飢えて死んでい
く人達もいます。このようにして、世界中
で、１年間に８０００万人の人達が飢えて
死んでいるのであります。この事実をどの
ように受け止めるべきでしょうか。
  この人達も、神様から与えられた命を一
生懸命に生きてきた人達であります。そし
て、野良犬や野良猫も同じく、神様から与
えられた命を一生懸命に生きています。モ
ルモットや実験動物も同じであります。彼
らも、命ある限り生きたい、という本能を
持っています。
　ところで、科学技術の発達によって医学
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は大変に進歩しました。人間の幸せのため
には大変有り難いことではあります。しか
し、医学の進歩の陰に、何千万、何億とい
うモルモットや実験動物の命が犠牲にされ
ています。このことに思いを馳せる人は、
非常に少ないのであります。このことを一
体どう考えるのか。
　人間の幸せのためであれば、モルモット
や実験動物の命を奪ってもよいと考えるの
か。しかし、彼らも神様から命を与えられ
て生きているのであります。その命を奪う
ことは罪ではないのか。もし、罪だとすれ
ば、その罪は、一体、誰が、何時、何処で
どのようにして償うのか。
　元来、私達人間は、動物の命、植物の命、
生きとし生けるもの全ての命を頂いて生き
ています。この生きとし生けるものの命を
奪って生きていく人間とは一体何か。そも
そも生きとし生けるものの命とは一体何
か。このようなことを問いかける教育が今
の日本の教育体系に欠落しているのであり
ます。
　牛や豚や鶏その他家畜と呼ばれる動物を
殺して食べている人間とは何か。野犬狩り
をして野良犬の命を奪うことは当然のこと
なのか。他に方法はないのか。
  色々を問題があります。これらは全て私
達が謙虚に考えなければならない問題であ
ります。動物の命を奪うことについては、
日本には、古来、供養という考え方があり
ます。猪供養、鮎供養などであります。猪
や鹿を獲ることによって、即ち、その命を
頂いて生活している山の猟師は、猪供養を
して猪達の霊を弔っています。また、川や
海の漁師は、鮎供養、鰯供養などをしてい
ます。これは、自然に対して謙虚であるこ

との一つの証しでもあろうかと思うのであ
ります。因みに、ヨーロッパ西欧社会には、
このような供養の思想は、無いようであり
ます。
　要するに、人間は、自分が生きるために
動物の命を奪っています。そのことを当然
のこととしています。要するに、科学技術
の発達は、結局人間中心の考え方に基づい
ているのであります。
　では、菜食主義者が肉を食べないのは、
これに対する反発なのか。それとも宗教的
な考えなのか、それとも栄養学的なことを
考えて肉を食べないのか。それならばやは
り人間中心の考え方であります。菜食主義
者も植物の命を奪っています。このことを
どのように考えるのか。
　また、人間は、極限状況になったとき、
生きるためには、道徳や倫理も失うことも
あるのではないか。戦時中、ラバウルでは、
人肉も食べたと謂います。人間の命を考え
るとき、これは難しい問題であります。色々
な問題を含んでいます。
　何はともあれ、これは大きな問題でありま
す。簡単に解決できる問題ではありませんの
で、問題点を指摘するに留めておきます。

　さて、元来、私達の命は、地球に生命が
誕生した無限の彼方から連綿として続いて
来たものなのであります。母親が死んでか
ら生まれた人はいません。母親の胎内で父
親の精子と母親の卵子がくっついて新しい
命が宿ります。その母親の命は、祖母の体
内で祖父の精子と祖母の卵子がくっついて
新しい命が宿ります。このようにして遡っ
て行きますと、人間の前は猿だったとか、
爬虫類だった、魚だった、という祖先まで
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遡って行くならば、地球に生命が誕生した
無限の彼方まで遡ることが出来ます。即ち、
私達の命というものは、人間になってから
でも１０億年、１５億年という歳月を経て、
無限の彼方から続いて来たものであり、そ
の意味では、大変に年季の入ったものなの
であります。
　したがって、母親のお腹から出てきた時に、
急に自分の命が出来たなどと馬鹿なことを考
える人は別にして、自分の命は、ずうっと先
祖代々、その先祖も人間という先祖だけでは
なく、もっともっと昔から、地球が生まれる
前から続いてきた命が、ドンドン進化してき
て、そして今日、私という身体になり、皆さ
ん達という身体になっているということに気
付けば、この肉体が持っている年期の入った
知恵というものが如何に凄いものかというこ
とが判る筈であります。
　曾て昭和の終わりに、ＮＨＫで、人間の
身体を小宇宙に例えて、驚異的な素晴らし
い映像が放映されたことがあります。
　私達の命というものは、今生きているこ
の命というものは、未だ嘗て、途中で断ち
切れたことのない命なのであります。した
がって、その命が生まれ代わり、死に代わ
り、次々と子孫に受け継がれてくる間に、
どれ程の経験とどれ程の試練を乗り越えな
がら、どれ程深い知恵を体得して生きてい
るか判らないのであります。したがって、
命というものは大事にしなければならない
のであります。にも拘わらず、最近は簡単
に人を殺します。また、簡単に自殺します。
　平和を標榜する理想的な民主国家である
べき日本の倫理・道徳そして教育は一体ど
うなったのかと思うのであります。
  平和と命に関わる根本命題、人は如何に

生きるべきかという倫理教育の必要を痛切
に感ずるのであります。  

　さて、頭休めに少し横道に入るかも知れ
ませんが、人は死ぬと、その後はどうなる
のでしょうか。             
　風が吹く仏来給ふけはいあり　高浜虚子
　これは、正岡子規の弟子であり、日本俳
句会の大御所であった高浜虚子の句であり
ます。これは、どのような状況で詠んだ俳
句かと申しますと、葬式や法事などの際に
不意に風が吹いてきて、まるで亡くなった
人が訪れて来たような気がすることがあり
ます。勿論、それは風だけに限るものでは
ありません。雨の場合もあります。例えば、
お父さんの一周忌の墓参りの際に、急に虹
が架かると「あっ、お父さんが喜んでいる」
と言った人もいます。しかし、蝋燭の灯が
揺れたり、如何にも亡くなった人がやって
きたと感じるのは風が吹く場合であること
に異論はないようであります。
　さて、この虚子の俳句などを見ると、霊
魂というものがあるのか、ないのかの議論
になりがちではあります。
　ただ、本来の仏教が霊魂の実在を説くと
は考えられませんが、霊魂というものがあ
るのか無いのかの議論はひとまず置くとし
ましょう。私はそのような難しいことは解
りません。しかし、この句のような「霊と
の交流」はあるのではないかとも思われる
のであります。
　先ず、東京浅草の浅草寺貫首清水谷幸尚
和尚の話を紹介します。それは和尚の子供
の時の体験だそうであります。和尚は、信
州の山寺で育ったのでありますが、
　『庫裡で夕食を食べている時、誰もいな
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い筈の少し離れた本堂の障子戸が開く音が
します。すると、老師が「ああお檀家に人
が亡くなられた」と言いました。すると暫
くして２人の人が夜道を提灯を頼りに「今
晩は。誰々さんが亡くなりましたのでお葬
式をお願いします」と言って来られました。
　ぞっとしましたが、目に見えない世界の
ことを知らされた』と述懐しておられます。
　また、清水谷和尚は、昭和５１年に南太
平洋の昔の日本海軍根拠地でありましたト
ラック島へ戦友の遺骨収集に厚生省から派
遣されました。そこは、和尚が曾て従軍し
ていたところでありましたが、３２～３歳
の青年のご遺族がご一緒でした。
　毎日、遺骨の発掘に務めましたが、一日
の作業を終えて宿舎に戻った夜、遺族のお
一人が夢を見ました。『今日掘ったところ
から東へ２００メートルのところを掘って
下さい』という夢を見たのであります。そ
して、その言葉通り、その場所から一柱の
御遺骨をお迎えすることが出来たというの
であります。
　このようなことから、和尚は、霊界から
の呼びかけは慥かにある、と信ずるによう
になったというのであります。
　話は変わりますが、徳川夢声さんは、「私
は霊魂があるという側で、霊魂はないとい
う側の人とよく議論するのですが、根本に
突き当たると，向こうは、あるということ
を証明してくれと言う。しかし、それは出
来ない。世の中は、みんな証明されたこと
ばかりをもって生きているかというと、決
してそうではないので、我々は証明されな
いことを色々と生きて行く上のよりどころ
として現在の生活を営んでいる。
　例えば、噂をすれば影がさすという。家

の者が急に或る人の噂をし始めると、それ
から殆どものの３秒も経たないうちに、こ
んにちはと、その人がやって来る。…も
し、ここに霊というものがあり、霊の一種
の波動が互いに感応するものとして説明す
ると、簡単に説明がつくわけです」と言っ
ています。
　この話は，霊魂の話とは関係のないこと
かも知れません。或いは関係があるのかも
知れません。ただ、私には、関係があるよ
うにも思えるのであります。
  さて、話が少し暗くなりましたので、こ
こで話の視点を１８０度転換します。そこ
で、平和で、豊かで、自由であることが、
返って私達の命の働きを弱める、という話
へ入っていきます。
  私は、若い頃に「スエーデンの王様が、
現代社会は色々な知識に満ちているが智慧
がないと言った」という記事を読みました
が、はてこの言葉は一体どういう意味かな、
と疑問に思ったために、その後、私の記憶
に残っていました。
  この「現代社会は色々な知識に満ちてい
るが智慧がない」という言葉は、なかなか
含蓄のある言葉でありまして、私達が、人
間の生き方というものを考えるときに肝に
銘ずべき言葉であろうかと思います。何故
かというと、単に知識を沢山持っていると
いうことは、人間にとっても、社会にとっ
ても何らの意味を持ちません。むしろ、あ
る場合には有害無益でさえあります。それ
は何故かと言いますと、確かに、現代社会
は色々な知識に満ちています。それは科学
技術の高度に発達した社会であります。し
かし、問題は、その科学技術を使う人間の
心にあります。
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　科学技術は、謂わば知識の結晶でありま
す。したがって、色々な知識によって科学
技術は、進歩します。原爆も作り出せば、
原子力発電所も作り出します。
　しかし、科学技術それ自体には「倫理」
というものがありません。したがって、科
学技術を使う人間に智慧がなければ、科学
技術は、暴走することになります。したがっ
て、科学技術には、この暴走を食い止める
何らかの歯止めが必要となります。その歯
止めが人間の「倫理」であり、「智慧」で
あると思うのであります。
　そして、色々な知識を主体的に駆使し得
る人間の健全な心、それが智慧と謂うべき
ものかと思うのであります。それが具体的
には何か、ということについては後で申し
上げます。そして、このような「智慧」は、
先天的なものだけではなく、後天的に私達
の努力によっても生まれてくるものではな
いかと思うのであります。
　実は、１９１２年にノーベル医学賞を受
賞したフランスの生物学者アレクシス・カ
レルが【人間、この未知なるもの】という
本を書いています。
　これは私の愛読書の一つでありますが、
アレクシス・カレルはこの中で
　『今日の機械文明は神が創ったものでは
なく、人間が開発したものであることをも
う一度確認しよう。その機械文明をここま
で開発した張本人の人間とは一体何か。迂
闊にも科学者が人間そのものについての探
索を怠ったところに、今日のバランスの乱
れた文明が出来上がったのではないか』と
言って科学技術文明を痛烈に批判していま
す。神は完全なるものだが人間は不完全な
ものであるが故に過ちを犯すということを

忘れてはなりません。
　将に、その原爆を作ったのも、原子力発
電所を作ったのも人間でありました。神様
が作ったわけではないのであります。した
がって、科学技術文明というものは、人
間の飽くなき欲望によってドンドン開発さ
れて行きます。そうだとすれば人間が科学
技術文明に振り回されないで、これをうま
くコントロールするだけの人間の精神の充
実、即ち人間の「智慧」がなければならな
いと思うのであります。
  ところが、今の日本にこの智慧があるで
しょうか。現在の科学技術文明の目標とか
価値とかは一体何かと謂いますと、それは
豊かさであり、便利さであります。実は、
これが人間の精神の充実、即ち、人間の「智
慧」を妨げるのであります。
　したがって、『物の豊かさは人間の精神・
心を貧しくする』と謂う考え方に繋がって
行くだろうと思うのであります。
　このことは、今の日本の現状を見れば痛
感されるところであります。例えば、科学
技術を適正にコントロールする智慧がな
かったがために、当然のことながら東日本
大震災による原発被害をもたらしました。
　神様が作ったものではない人間が作り出
した原子力発電所によって今甚大な被害が
発生しています。
　私達は、この大震災を契機として、今一
度人間の「智慧」というものについて考え
直すべきではないかと思うのであります。
　そこで、今から約３０年程前に、国際キ
リスト教大学の石川光男先生の本を読んで
教えられたことを少し紹介しておきたいと
思います。
　先ず、私達人間が元来どのようにした生
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きてきたのか、というところから考えてみ
ますと、人間は元来、大昔の原始時代から
自然の脅威、暑さ寒さに耐え、地震その他
の天変地異に耐えながら、それに従うとい
う謙虚な生活をしてきました。
　しかし、やがて、人間は、生きていくた
めに狩の弓矢とか農業の鍬・鎌等色々な道
具を作り出し、その道具を使って、狩猟民
族と農耕民族に分化していきました。
　そして、先ず、狩猟民族は、自然との関
係では絶対者としての神を崇めます。そし
て、自然に対してはこれを支配するという
ものの見方が生まれてきたと考えられるの
であります。これは、神と人間と自然の分
離という自然観であります。
　これが従来のヨーロッパ西欧社会におけ
る近代科学のものの見方でありまして、謂
わば、力としての知識という考え方に立っ
ているのであります。
　これに対して、農耕民族は、インド、中
国及び日本では農耕を主としていましたか
ら、昔から、ひたすら自然に学ぶという知
的態度がありました。これは換言すると、
自然に従うという謙虚な態度をも意味する
のでありまして、これが短歌や俳句などの
短詩型文学を生む素地でもありました。こ
れは、自然を支配するという西欧社会の近
代文明のものの見方とは極めて対照的であ
ります。
  そこで、このような近代文明の源流を
探って行きますと、イスラエルに育ったユ
ダヤ教やキリスト教の自然観に行き当たり
ます。即ち、
　紀元前８世紀から４世紀までの間に、ギ
リシャ、インド、中国、イスラエルの間で
大きな精神的革命があり、普遍的原理を求

める思想が相次いで生まれましたが、丁度、
この時代にイスラエルで旧約予言者が現れ
ているのであります。
　このユダヤ教からキリスト教に繋がる自
然観の中では、天に神があり、地に人と自
然があり、人が自然を支配する、詰まり、
神と人と自然とが分離するという自然観
が現れていまして、このような自然観は、
１７世紀の近代科学のものの見方に繋がっ
ていることに気づくのであります。
　このような謂わば一神教に特有なものの
見方は、自然に従うというものの見方を特
徴とする多神教的な文明とは大きく対立す
るものでありまして、このような文明を現
代社会でどのように考えて行くか、どのよ
うに調和させるかは、大きな問題なのであ
ります。

　そこで、この視点から現代社会を見てみ
ますと、私達の身の回りには、色々な技術
があります。それらの技術には、人間が自
然を支配するという力ずくの技術がかなり
多く見られるようになりました。例えば、
　近代農法では、殺虫剤や除草剤或いは化
学肥料を使って農作物を育てますが、有機
農法の農場では、除草剤も殺虫剤も全く使
わず、堆肥だけで作物を育てます。ところ
が、そのような作物は、近代農法で育てた
作物よりも遙かに生命力が強いという実験
があります。
　例えば、野菜の日持ちが近代農法の作物
と有機農法の作物とでは全く違っていて、
近代農法の作物の方が遙かに早く腐ってい
くという事実があります。米にしても、水
の中に漬けておくと、近代農法の米は、か
なり早い時期に腐って、水がどす黒くなっ
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ていきますが、有機農法の米は、水も全く
汚れず、何年間も腐らずに水の中でそのま
まの姿を保っていると言います。
　このような違いを見るにつけても、現代
科学による力ずくの技術と人間の命を生か
す技術には大きな違いがあることが解りま
す。
　ここで命という言葉の意味は、自然界の
持っている秩序とか摂理という意味であり
ます。この自然の秩序・摂理を生かす技術
を仮に「命を生かす技術」と呼んでおきま
す。このことについては色々な実例があり
ますが、今日は時間の関係で割愛します。
  以上を要約しますと、平和と命という
テーマで如何に平和を守るということが大
切なことか、例えば、中国の胡適の論を見
ても解りますように、リーダー達が一生懸
命に色々なことを考えて、沢山の犠牲を出
しても窮極の平和を守るためには大変な覚
悟が要るということを言った人が居るとい
うことを心に留めておいて頂きたいのであ
ります。
　それから、命というものについての考え
方も、今申し上げましたように、命と謂っ
ても、生命と命とは同じなのかという問題
もあります。また、命というものは、地球
の始まるその遙か彼方から脈々として現在
に続いて来ているという命、それと同時に、
一つの個体としての人間が死んだり生きた
りするということなども全て考え併せて、
平和と命という問題を考えなければならな
いと思うのであります。したがって、この
話の冒頭に申し上げましたように、世界的
な視野に立って、空間的には広い視野で、
そして時間的には永い視野で、即ち、地球
の始まりから過去、現在、未来へと亘って

いく物指しで物事を判断していくことが大
切であります。一つのことだけに拘っては
ならないのであります。したがって、昨日
のフォーラムでも申し上げましたように、
例えば、弁護士は法律の勉強だけしていて
は駄目でありまして、あらゆることを勉強
しなければならない、したがって、例えば、
皆さんが自分の職業の専門分野だけを勉強
するのではなく、沢山の人に出会い、沢山
の話を聞いて自分の心の糧にしていく、そ
のようにして育ったリーダー達が沢山増え
ていけば、自然に良い社会が生まれて来る
のであります。
　問題は、一人ひとりの人間が大事だと謂
うことであります。このように致しまして、
今、世界中にロータリアンが１００万人以
上居ますが、その一人ひとりのロータリア
ンの心が大事である、ということをロータ
リーは説くのであります。したがって、ロー
タリーとは何か、世のため人のために働い
ているロータリーとは一体何か。それは、
ロータリアン一人ひとりの心の中にある、
ということを Edd.Mclaughlin というロー
タリーの指導者が説いています。
  彼は、１９６０年、全世界のロータリア
ンに対して、"You are Rotary"「貴方がロー
タリーですよ」というターゲットを打ち上
げました。ロータリーというのは国際ロー
タリーのことではない、ロータリークラブ
のことでもない、あなた方ロータリアン一
人ひとりの心の中にあるもの、それがロー
タリーなのですよ、と全世界のロータリア
ンに呼びかけたのであります。
　同じことを私は皆さん方に申し上げた
い。ＲＹＬＡとは何ですか。今日ここに居
られる皆さん方一人ひとりの心の中にある
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もの、それがＲＹＬＡであります。リーダー
を育てる、そして、自らもリーダーになっ
て世のため人のために働いていく、そのよ
うな心を育てるところ、それがこのＲＹＬ
Ａなのであります。
　そこで最後に "You are RYLA"、という
ことを申し上げて私の話を終わりたいと思
います。御静聴有り難うございました。



　２００１年に、竹中秀夫会員の発案により始まった深川純一会員の「純ちゃん

のコーナー」も、今年度で１２年になりました。深川会員のロータリーの真髄を

直接聞かせていただけるのは、伊丹クラブメンバーとしての喜びであります。

　このたび、１２冊目の冊子が完成いたしました。

　昨今、正しい歴史認識が必要であると叫ばれる中、本号では、ロータリーの原

点、精神、歴史やリーダーシップについてわかりやすく解説されております。そ

して、ＲＹＬＡの講義では「平和と歴史」について考えさせられる内容となって

おります。ぜひ頁をめくっていただければ幸いです。

　最後になりましたが、発刊に献身的なご尽力をいただきました深川純一会員、

武内重治会長、白井良夫幹事をはじめとする会員の皆様そして事務局の吉永惠

子さんに深く感謝いたします。

2013年 9月　　雑誌・ロータリー情報委員会
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「ロータリーを考える」その６……………………………………

「ＲＩのテーマ」その１……………………………………………

「ＲＩのテーマ」その２……………………………………………

「ＲＩのテーマ」その３……………………………………………

「ＲＩのテーマ」その４……………………………………………

「ＲＩのテーマ」その５……………………………………………

「ＲＩのテーマ」その６……………………………………………

「私の公式訪問卓話より抜粋」その１……………………………

「私の公式訪問卓話より抜粋」その２……………………………

「リーダーシップ」その１…………………………………………

「リーダーシップ」その２…………………………………………

「リーダーシップ」その３…………………………………………

「リーダーシップ」その４…………………………………………

「リーダーシップ」その５…………………………………………

「地区大会」その１…………………………………………………

「地区大会」その２…………………………………………………

「地区大会」その３…………………………………………………

「ロータリーの伝統」その１………………………………………

「ロータリーの伝統」その２………………………………………

「ロータリーの伝統」その３………………………………………

「ロータリーの伝統」その４………………………………………

「ロータリーの伝統」その５………………………………………

「平和と命」　第３５回ＲＹＬＡ総括 ……………………………
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純ちゃんのコーナー

伊丹ロータリークラブ

深   川   純   一

（ロータリー３分間情報）
Par t ⅩⅡ
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